
流
通
近
代
化
と
流
通
費
分
析

西
　
　
　
沢

菅f

流
通
機
構
近
代
化
の
一
視
点
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ω
　
消
費
者
物
傾
急
騰
の
実
情
と
波
紋

　
近
年
に
お
け
る
わ
が
国
国
民
経
済
の
最
大
の
関
心
事
は
、
何
と
い
っ
て
も
物
価
－
と
く
に
消
費
著
物
価
の
急
騰
で
あ
ろ
う
。
池
田
内

閣
は
、
昭
和
三
十
五
年
に
経
済
政
策
の
基
本
方
針
と
し
て
「
所
得
倍
増
計
画
」
を
決
定
し
、
昭
和
四
十
五
隼
を
最
終
年
度
と
す
る
長
期
十

ヵ
年
計
函
を
推
進
し
た
。
こ
の
計
画
に
よ
る
と
年
間
平
均
七
二
一
％
の
高
度
成
長
が
目
標
と
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
予
定
平
均
率
を
は
る

か
に
上
廻
る
経
済
成
長
率
が
達
成
さ
れ
、
こ
の
面
か
ら
は
借
増
計
画
は
予
想
外
の
す
べ
り
出
し
を
示
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
反
動
と
L

て
、
昭
和
三
十
五
年
後
半
か
ら
消
費
者
物
価
を
中
心
と
す
る
物
価
の
上
昇
が
目
出
し
姶
め
、
国
民
経
済
に
重
大
な
影
響
を
及
ぽ
す
よ
う
に

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
昭
和
三
十
～
三
十
四
年
は
比
較
的
安
定
し
て
い
た
消
費
者
物
価
は
、
倍
増
計
画
が
実
施
し
出
さ
れ
た
一
二
十
五
年
の
後

半
か
ら
上
昇
を
見
せ
始
め
た
。
そ
れ
で
も
三
十
五
年
の
上
昇
率
は
三
・
八
％
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、
三
十
六
年
に
入
る
と
六
．
二
％
と

約
借
程
も
急
伸
し
、
三
十
七
年
に
は
さ
ら
に
六
・
七
％
へ
と
上
昇
し
、
三
十
八
年
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
続
伸
の
一
途
を
た
ど
り
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
〕

る
。
こ
れ
ら
消
費
者
物
価
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
と
、
第
一
表
に
表
記
し
た
よ
う
に
、
昭
和
三
十
七
年
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
（
括
孤

内
は
三
十
六
年
の
当
該
比
率
を
表
わ
す
）
、
上
昇
率
の
面
で
は
食
料
全
体
が
八
・
二
％
（
六
・
八
％
）
、
住
屠
全
体
が
三
・
六
％
（
七
．
○

％
）
、
光
熱
全
体
が
O
・
八
％
（
四
・
四
％
）
、
被
服
全
体
が
五
・
五
％
（
五
・
二
％
）
、
雑
費
全
体
が
六
．
六
％
（
六
．
一
％
）
と
な
っ

〃
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第1表 溝費老物価の変動率と寄与率

卜・年度平榊・1 37年度平均37／36

「上昇率＝寄与率一上昇率’
寄与率

100．O7－6100．086合総

56．8

8．7

垂8．1

9．5

2．6

3．2

ユO．5

9．8

9．1

5．1

2．3

1．9

0．7

0，6

10，6

5．4

5，2

26．9

8．4

1．5

8．1

8．9

8，2

4，4

9，7

12．7

5，1

6，5

15，8

15，1

25，3

3．6

5，8

6．9

1．1

0．8

5－5

4．1

8．7

6．6

7．0

3．3

ユ1．9

6．2

49．0

3，0

46．0

7．9

3．5

1，9

15．4

8．0

5，3

10．4

4．0

4．9

1，0

3，7

19．6

5．1

5，5

26．3

6．9

2．9

6．8

9．7

6．8

1，4

9，0

！0．4

6．5

3，6

26，0

12，3

15．1

7，0

10，3

18．5

1．3

4，4

5．2

3．5

9，0

6．1

5，4

5，9

9．8

6，4

食　　料
穀　　類
その他食料

魚

肉

乳

野

介

類

卵

菜

　加工食品

　果　物
住　　　屠

家賃地代
住宅修繕
家具什轟

光　　熱
被　　服
衣　　料
身回り晶

雑　　費
保縫衛生
交通・通信

教　　育
教養娯楽

二
二
％
（
一
五
・
一
％
）
、
野
菜
の
一
五
・
八
％
（
二
六
・
○
％
）
、
加
工
食
品
の
一
五
・
一
％
（
二
一
・
三
％
）
、

（
一
〇
。
四
％
U
、
教
育
の
一
一
・
九
％
（
九
・
八
％
）
が
顕
著
で
あ
り
、
寄
与
率
で
は
野
菜
の
一
〇
。
五
％
（
一
五
・
四
％
）
、
加
工
食

晶
の
九
二
八
％
（
八
・
○
％
）
、
魚
介
の
九
。
五
％
（
七
・
九
％
）
、
果
物
の
九
・
一
％
（
五
・
三
％
）
、
教
養
娯
楽
の
八
・
九
％
（
九
・

七
％
）
、
穀
物
の
八
。
七
％
（
三
・
○
％
）
、
保
健
衛
生
の
八
・
四
％
（
六
・
九
％
）
、
教
育
の
八
。
一
％
（
六
二
八
％
）
が
薯
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
到

　
高
度
成
長
政
策
を
推
進
す
る
場
含
に
は
、
あ
る
程
度
物
価
が
上
昇
す
る
ト
」
と
は
不
可
避
で
あ
り
、
第
一
図
に
み
る
ご
と
く
、
先
遼
国
で

は
大
な
り
小
な
り
消
費
老
物
価
の
漸
増
に
苦
慮
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
六
〇
～
六
二
年
の
問
で
、
ア
メ
リ
カ
は
二
％
前
後
の

て
お
り
、
消
費
老
物
価
総
合

に
対
す
る
寄
与
率
で
は
食
料

。
が
五
六
・
八
％
（
四
丸
・
○

％
）
で
約
半
分
の
影
響
を
及

ぽ
し
、
続
い
て
、
雑
費
の
二

六
・
九
％
（
二
六
・
三
％
）
、

被
服
の
一
〇
・
六
％
（
一
〇

・
六
）
、
住
居
の
五
二
％
（
一

〇
・
四
％
）
、
光
熱
の
O
エ
ハ

％
（
三
・
七
％
）
の
順
と
な

っ
て
い
る
。
小
項
目
別
に
は

上
昇
率
で
は
、
果
物
の
二
五

　
　
魚
介
の
二
一
・
七
％

18



躰

上
昇
に
す
ぎ
ず
、
西
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ソ
ス
・
イ
タ
リ
ヤ
・
イ
ギ
リ
ス
で
さ
え
最
高
約
四
％
ど
ま
り
で
あ
る
こ
と
を
考
，
尺
る
と
、
わ
が
国
の

上
昇
琴
は
キ
や
異
常
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
消
費
者
物
価
の
急
騰
を
ど
の
よ
う
に
抑
襯
し
、
真
の
所
得
借
増
を
い
か
に
実
現
よ
竈
一
べ
き
か

を
真
剣
に
検
討
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
ゆ
え
ん
が
こ
こ
に
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
消
費
者
物
価
上
昇
の
原
因
を
究
明
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
。
上
昇
原
因
を
網
羅
的
に
か
つ
完
全
に
解
明
す
る

こ
と
は
極
め
て
至
難
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
賃
金
の
急
騰
が
そ
の
主
因
を
な
し
て
お
り
、
流
通
部
門
に
お
い
て
生
産
性
の
向
上
を
上
廼

る
賛
金
の
上
昇
が
か
か
る
現
象
を
誘
発
L
た
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
く
に
、
わ
が
禺
に
お
い
て
は
、
生
産
と
消
費
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
結
す
る
流
通
の
近
代
化
は
極
め
て
立
ち
お
く
れ
ノ
、
お
り
、
流
通
経
路
は
万
三
輻
湊
し

　
萸畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
流
通
活
動
は
依
然
と
し
て
旧
態
た
る
状
態
を
示
L
、
こ
れ
が
流
通
費
高
と
消
費
老
物
価

　
際

　
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
昇
の
重
要
な
一
因
を
な
L
て
い
る
。
従
っ
て
物
価
の
上
昇
を
抑
制
す
る
に
ぱ
、
立
ち

　
の

率
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く
れ
た
流
通
を
近
代
化
L
流
通
費
を
低
滅
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
と
次
る
。

　
昇上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
昭
型
二
十
八
年
販
経
済
白
書
』
が
、
「
一
」
こ
数
年
来
の
消
費
物
価
の
上
昇
は
、
高

　
価

翻
　
　
　
　
　
　
度
成
長
に
圭
づ
く
構
造
変
化
に
深
く
根
ざ
し
を
の
と
い
淳
る
が
、
そ
の
憂
因
と

瀕
　
　
　
　
　
酬
　
し
て
流
通
驚
の
立
隻
く
れ
が
指
橘
さ
れ
て
い
る
一
と
㌔
差
『
震
轟
倍

　
㌔
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芯
－

　
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
計
画
申
問
検
討
報
告
』
が
わ
が
国
経
済
の
今
日
ま
で
の
成
長
は
、
生
産
圃
で
は
目
ざ

　
1

　
第
　
％
6
　
　
4
　
　
2
　
　
　
0
　
　
　
ま
し
か
っ
た
が
、
生
産
と
消
費
を
緕
ぶ
流
通
面
で
は
立
ち
お
く
れ
が
昌
立
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
労
働
力
使
用
の
効
率
の
低
さ
が
消
費
老
物
価
の
上
昇
等
の
傾
向
を
助
長
し
て
い
る
の
で
、
経
済
全
体
の
効
率
、
安
定
の
見
地

か
ら
も
、
流
通
の
近
代
化
を
図
る
必
要
が
強
調
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
論
じ
、
さ
ら
げ
」
「
流
通
近
代
化
の
た
め
に
は
、

メ
；
刀
－
。
鉤
売
商
。
小
売
商
・
協
同
組
合
等
各
流
通
段
階
に
お
け
る
流
通
機
能
の
合
理
化
と
適
正
た
マ
、
，
ジ
ン
の
確
保
を
図
る
し
し
と
も

耗
1960

1
6 年

亡

貞
≡

’

j
珪

日卒 西ドイツ　フランス　イヂりア　イキりス　7メリ尤
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2ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ

に
、
珪
会
酌
流
通
費
の
低
減
を
劇
る
こ
と
が
今
後
の
重
要
な
課
題
に
な
る
。
」
と
拷
摘
し
て
い
る
の
は
、
げ
だ
し
同
じ
趣
旨
に
よ
る
も
の

と
い
え
よ
5
o

　
②
　
流
通
近
代
化
の
意
義
と
方
向

　
前
述
の
よ
う
に
、
消
費
者
物
価
の
抑
制
策
と
も
相
関
連
し
て
流
通
近
代
化
の
必
要
性
が
大
き
な
杜
会
間
題
と
な
っ
て
き
た
が
、
流
通
近

代
化
と
は
一
俸
い
か
な
る
概
念
を
指
す
も
の
で
あ
る
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
そ
・
」
で
、
流
通
近
代
化
の
概
念
を
検
討
し
て
み
る

と
、
流
通
近
代
化
の
対
象
を
な
す
分
野
に
つ
い
て
は
、
英
語
で
は
邑
ω
区
ぎ
ま
目
ま
た
は
昌
實
ぎ
庄
掲
の
語
が
一
般
に
使
用
さ
れ
、
わ

が
国
で
は
こ
れ
ら
が
、
流
通
、
配
給
、
販
売
、
商
業
な
い
し
は
デ
イ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ヨ
ン
、
マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
等
と
呼
ぼ
れ
て
い
る
。

英
語
の
昌
ω
巨
巨
5
目
と
昌
胃
ぎ
匡
長
の
関
係
に
つ
い
て
は
庄
ω
ま
ぎ
巨
g
を
上
位
概
念
と
す
る
も
の
、
反
対
に
旨
睾
ぎ
巨
轟
を

上
位
概
念
と
す
る
も
の
も
存
す
る
が
、
一
般
に
は
両
者
は
相
互
代
替
的
に
解
さ
れ
る
の
が
憤
例
で
あ
り
、
強
い
て
区
分
す
る
な
ら
ば
国
民

経
済
的
に
は
2
ω
ま
巨
巨
g
が
ま
た
個
別
経
済
的
に
は
旨
胃
ぎ
匡
目
σ
冒
の
語
が
や
や
好
ん
で
使
用
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
わ
が
国

で
は
皇
ω
ま
ぎ
↑
一
g
は
流
通
、
配
給
ま
た
は
商
業
等
と
訳
出
さ
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
広
義
の
配
給
論
ま
た
は
商
業
論
の
う
ち
財
貨
の

流
れ
を
重
視
す
る
時
は
流
通
の
語
が
一
殻
に
愛
用
さ
れ
て
い
る
。
冒
胃
ぎ
戌
握
は
今
日
で
は
マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
と
呼
称
す
る
の
が
原
則

で
あ
り
、
2
ω
巨
ぎ
ま
昌
と
同
様
に
国
民
経
済
的
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
奥
型
的
に
は
個
別
経
済
的
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る

場
合
が
多
く
た
っ
て
い
る
。
㌔
」
の
意
味
の
マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
は
、
狭
義
の
マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
と
フ
イ
ジ
カ
ル
・
デ
イ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
成
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
個
別
経
済
的
マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
を
総
合
し
た
も
の
が
国
民
経
済
的
流
通
の
主
体
を
構
成
す
る
こ
と
に
な

る
。
流
通
の
語
に
隈
定
し
て
も
、
さ
ら
に
流
通
機
構
、
流
通
部
門
、
流
通
段
階
、
流
通
経
路
、
流
通
活
動
、
流
通
技
術
等
の
各
語
が
、
や

や
異
な
っ
た
ユ
ニ
ア
ソ
ス
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
流
通
経
路
（
讐
葦
亭
皇
昌
o
『
彗
篶
尿
）
と
は
財
貨
や
サ
ー
ビ
ス
が
移
動
す
る
路
順
を

い
い
、
こ
の
読
通
艦
路
で
実
施
さ
れ
る
企
業
活
動
が
流
通
活
動
（
雲
弩
亭
邑
g
竃
葦
三
〇
ω
）
で
あ
り
、
そ
の
場
合
｝
」
使
用
さ
れ
る
経
営

20



一1

技
術
が
流
運
技
術
（
震
弩
茅
邑
昌
8
｝
己
毛
。
巴
で
あ
る
。
ン
、
し
て
こ
れ
ら
の
企
業
に
お
げ
る
流
通
経
路
を
禺
民
経
済
的
観
点
よ
り
衛

造
的
に
考
慮
す
る
場
合
、
生
産
お
よ
び
消
費
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
流
通
機
糖
（
流
通
都
門
ま
た
は
漢
階
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）

と
い
う
概
念
が
蔵
立
す
る
。

　
次
に
流
通
近
代
化
の
方
策
繭
を
み
て
み
る
と
、
近
代
化
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
意
味
で
、
合
理
化
、
生
産
性
向
上
、
能
率
化
、
高
度
化
等
の

語
が
相
互
代
替
豹
に
使
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
往
時
は
合
理
化
（
蟹
ま
量
評
邑
昌
）
の
語
が
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
む
し

ろ
近
代
化
（
冒
艮
胃
己
目
邑
暮
）
の
語
が
こ
れ
に
と
っ
て
代
っ
て
い
る
。
『
中
小
企
業
近
代
化
促
進
法
』
に
関
す
る
中
小
企
業
庁
の
解
議
に

　
　
旬

よ
れ
ぼ
、
「
近
代
化
と
は
、
合
理
化
と
い
う
字
句
が
誇
態
的
な
概
念
で
あ
る
の
に
対
し
、
動
態
的
な
概
念
で
あ
り
、
前
近
代
的
な
も
の
か

ら
現
代
的
汰
も
の
へ
と
煎
向
き
の
方
向
へ
捲
向
性
を
も
っ
た
歴
史
的
た
意
味
を
含
む
」
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
近
代
化
と
高
度
化
の
関
係

に
つ
い
て
は
「
中
小
企
業
構
造
の
高
度
化
と
い
う
概
念
は
、
中
小
企
業
の
近
代
化
の
方
向
を
産
業
に
お
け
る
企
業
構
成
の
面
で
と
ら
え
た

も
の
で
あ
り
、
沖
」
の
意
昧
に
お
い
て
中
小
企
業
の
近
代
化
と
い
う
概
念
の
申
に
包
摂
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
べ
、
童
た
「
高
度
化
は

中
小
企
業
の
構
威
を
最
も
附
施
価
値
生
産
性
が
高
重
る
よ
う
匁
方
向
へ
是
正
す
る
こ
と
を
い
う
も
の
で
あ
る
」
と
論
じ
、
高
度
化
は
近
代

化
の
下
位
概
念
で
生
産
性
向
上
を
内
容
と
し
て
い
る
｝
」
と
を
甥
ら
か
に
し
て
い
る
。
か
か
る
用
語
の
用
法
ま
た
は
区
分
が
普
遍
妥
当
性
を

有
す
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
国
の
施
策
を
構
ず
る
場
合
の
一
つ
の
指
導
目
標
を
提
供
す
る
こ
と
は
疑
間
の
余
地
が
な
い
。

　
そ
れ
で
は
、
流
通
近
代
化
と
し
て
い
か
な
る
方
策
を
講
ず
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
『
中
小
企
菜
基
本
法
■
一
は
、
近
代
化
の
内
容
と
し
て
、

設
備
の
近
代
化
（
第
九
条
）
、
技
術
の
向
上
（
第
十
条
）
、
経
営
管
理
の
合
理
化
（
第
十
一
条
）
、
企
業
規
標
の
適
正
化
（
第
十
二
条
）
等

　
　
旬

　
　
（

を
あ
げ
、
ま
た
『
中
小
企
菜
近
代
化
促
進
法
』
は
、
製
品
の
性
能
・
晶
質
、
生
産
費
、
適
正
生
産
顔
模
・
方
式
の
近
代
化
（
第
一
～
二
号
）
、

設
傭
の
近
代
化
（
第
三
号
）
、
経
営
管
理
の
合
理
化
、
技
術
・
技
能
の
向
上
（
第
四
号
）
、
申
小
企
業
構
造
の
高
度
化
（
第
五
号
）
、
麓
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勺

の
正
常
化
、
敢
引
関
係
の
改
善
（
第
六
号
し
、
箒
巽
の
魔
拓
（
第
七
号
）
を
想
憲
し
一
、
い
る
、
、
流
通
近
代
化
に
限
定
し
て
み
る
と
、
葡
記

2ユ
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の
『
国
民
研
得
借
増
計
函
中
閏
挨
討
譲
缶
』
で
に
、
流
選
機
構
の
含
理
化
、
適
正
マ
ー
ジ
ソ
の
確
保
、
杜
会
的
流
選
費
の
低
減
、

の
向
上
、
運
輸
・
通
信
・
包
装
等
の
近
代
化
を
指
摘
し
て
お
り
、
経
済
同
友
会
は
、
『
流
通
機
構
近
代
化
に
対
す
る
提
言
』
で
、

　
　
　
　
　
　
　
割

　
　
　
　
　
　
　
（

策
を
要
望
し
て
い
る
。

政
府
の
と
る
べ
き
対
策

　
体
系
的
な
貨
物
輸
送
体
制
の
確
立

　
流
通
行
政
の
確
立

　
　
中
小
商
業
の
体
質
改
善
と
商
業
金
融
の
拡
大

　
　
流
通
関
係
法
規
の
再
検
討

民
間
企
業
の
と
る
ぺ
き
対
策

　
流
通
業
者
の
企
業
意
識
の
確
立

　
包
装
の
規
格
統
一
と
業
界
の
協
力

　
　
「
包
装
規
椿
規
欄
委
員
会
」
（
仮
称
）
の
設
置

　
　
流
通
費
用
引
き
下
げ
の
た
め
の
相
互
協
力

　
小
売
商
経
営
の
近
代
化

　
　
近
代
経
営
の
確
立

　
　
小
売
技
術
の
革
新
と
協
業
化
の
促
進

　
間
屋
機
能
の
再
検
討

　
　
間
屋
の
新
し
い
役
割

生
産
性

次
の
対

22
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経
営
の
合
理
化
と
人
材
の
養
成

　
メ
ー
カ
ー
の
責
任

　
　
経
営
計
画
の
一
体
化

　
　
系
列
化
の
再
検
討

　
⑧
　
流
通
費
低
減
の
重
要
性

　
流
通
近
代
化
の
具
体
策
は
、
対
策
の
立
案
者
、
目
的
、
対
象
、
時
期
、
方
法
等
に
よ
り
極
め
て
多
種
多
様
た
内
容
を
想
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
こ
れ
ら
は
流
通
機
穣
の
近
代
化
、
流
通
活
動
の
近
代
化
お
よ
び
社
会
的
流
通
費
の
低
減
の
三
点
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
流
通
機
構
の
近
代
化
と
し
て
は
、
製
造
部
門
で
は
、
た
と
え
ぼ
、
直
販
制
の
採
用
、
系
列
化
の
推
進
、
販
売
会
杜
の
新
設
等
の
型
を

と
り
・
卸
売
部
門
で
は
、
た
と
え
ば
間
屋
中
心
の
ボ
ラ
ソ
タ
リ
ー
・
チ
エ
ソ
の
結
成
等
の
型
を
と
り
、
小
売
部
門
で
は
、
た
と
、
、
ん
ぱ
、
ス

ー
パ
！
の
進
出
・
チ
ユ
ー
ソ
・
ス
ト
ア
ー
の
結
成
、
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
制
の
採
用
、
大
型
化
等
の
型
を
と
る
。
ψ
、
｛
た
流
通
活
動
の
近
代

化
と
し
て
は
、
フ
イ
ジ
カ
ル
・
デ
イ
ス
ト
リ
ビ
ユ
ー
シ
ヨ
ソ
に
属
す
る
包
装
活
動
（
寝
o
翫
轟
。
、
o
単
。
－
門
固
o
q
一
目
σ
q
）
、
運
送
活
動
（
け
、
角
昌
、
．

勺
o
津
き
旨
）
、
保
管
活
動
（
峯
實
2
o
易
一
嘉
）
ま
た
は
荷
役
活
動
（
昌
g
良
巴
臣
目
婁
轟
）
等
の
機
械
化
や
時
間
お
よ
び
動
作
研
究
や
計

数
管
理
が
重
視
さ
れ
る
。

　
し
か
し
た
が
ら
、
上
述
の
各
施
策
が
施
こ
さ
れ
た
場
合
に
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
流
通
近
代
化
が
齋
ら
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

う
か
。
た
と
え
ば
、
メ
ー
カ
ー
の
直
販
制
は
、
長
い
流
通
経
路
を
短
縮
す
る
も
の
と
L
て
一
般
に
流
通
近
代
化
の
典
型
的
な
一
例
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
直
販
制
を
採
用
し
中
間
の
販
売
業
者
を
排
除
し
た
結
果
、
無
駄
な
流
通
活
動
が
合
理
化
さ
れ
、
流
通
費
が
低
減
さ

れ
一
収
益
性
の
向
上
と
物
価
の
抑
制
に
役
立
つ
な
ら
ば
真
の
流
通
近
代
化
が
実
現
さ
れ
た
と
断
言
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が

ら
反
対
に
、
直
販
制
を
と
っ
た
が
た
め
に
、
従
来
専
門
企
業
が
効
率
的
に
実
施
し
て
い
た
活
動
を
門
外
漢
が
不
効
率
に
兼
営
す
る
結
果
と



泌

な
り
、
逆
っ
て
流
通
費
が
増
放
し
、
収
益
性
が
低
下
す
る
と
と
も
に
物
価
の
上
昇
を
搭
く
な
ら
ば
、
・
」
れ
は
流
通
近
代
化
に
逆
行
す
る
も

の
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
次
い
。
こ
の
よ
、
つ
に
、
流
通
近
代
化
は
終
局
的
に
は
、
流
通
費
の
低
減
に
直
結
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
始
め
て
流
通
近
代
化
の
近
代
化
た
る
ゆ
え
ん
と
、
そ
の
緊
要
性
が
認
め
う
る
の
で
あ
る
。
流
通
費
の
低
減
は
、
個
別
経
済
的

に
は
収
益
性
向
上
の
一
助
と
し
て
、
ま
た
国
民
経
済
的
に
は
消
費
者
物
価
抑
制
の
一
困
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
い
く
ら
強
調
し
て

も
強
調
し
す
ぎ
る
，
」
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

狙

二
　
流
通
費
分
析
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
ω
　
流
通
費
分
振
の
提
唱

　
流
通
費
の
積
極
的
な
低
減
を
は
か
る
に
は
、
ま
ず
わ
が
国
庁
」
お
げ
る
流
通
費
の
消
費
実
態
を
調
査
し
、
次
に
調
査
結
果
に
も
と
ず
き
流

通
費
面
か
ら
み
た
流
通
近
代
化
の
問
題
点
を
指
橋
し
、
最
後
に
各
間
題
点
ご
と
に
近
代
化
の
具
体
策
を
講
じ
放
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
従
来

わ
が
国
に
お
い
て
は
流
通
費
1
と
く
に
杜
会
的
流
通
費
の
消
費
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
必
要
性
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
が
な

く
、
従
っ
て
こ
の
面
の
推
移
や
現
状
は
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
も
遇
言
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
こ
で
、
前
述
の
理
由
か
ら

流
通
費
の
実
態
を
解
興
す
る
用
具
と
し
て
、
こ
こ
に
流
通
費
分
折
（
象
↓
事
ま
g
8
g
彗
巴
｝
ω
色
の
手
法
を
提
唱
し
、
そ
の
重
要
性

を
強
調
し
て
み
よ
う
。

　
流
通
費
分
折
と
は
い
か
な
る
手
法
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
定
義
し
て
み
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
流
通
費
分
板
と
は
、
流
通
機
構
を
財
貨
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
が
流
通
す
る
さ
い
に
附
加
さ
机
る
価
値
を
国
民
経
済
の
観
点
か
ら
調
査
し
分

　
板
す
る
技
術
で
あ
る
。

　
以
下
こ
の
定
義
を
分
解
し
て
、
そ
の
内
容
を
論
説
し
て
み
よ
う
。
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a
　
流
逓
費
分
折
は
、
流
通
穣
構
を
対
象
と
す
る
分
析
技
術
で
あ
る
、

　
経
済
活
動
は
基
本
的
に
は
、
生
産
と
流
通
と
消
費
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
流
通
は
生
産
と
消
費
を
違
繕
す
る
バ
イ
プ
と
考
，
え
ら
れ

る
。
流
通
は
、
典
型
的
に
は
生
産
者
（
工
業
の
ほ
か
農
業
・
林
業
・
漁
業
等
を
ふ
く
む
）
か
ら
消
費
者
（
主
と
し
て
最
終
消
費
者
）
に
財

貨
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
を
移
動
さ
せ
る
遇
程
で
あ
り
、
製
造
企
業
の
販
売
活
動
や
卸
売
お
よ
び
小
売
企
業
等
の
営
業
活
動
の
型
で
実
施
さ
れ

る
。
流
通
費
分
析
は
、
こ
の
よ
う
な
流
通
部
門
を
分
析
の
対
象
と
す
る
の
で
あ
る
。

b
　
流
通
費
分
析
は
、
流
通
機
構
を
流
通
す
る
さ
い
に
附
加
さ
れ
る
価
値
を
分
析
す
る
。

　
財
貨
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
が
製
造
企
業
、
卸
売
企
業
、
小
売
企
業
と
い
う
流
通
機
構
を
流
れ
て
ゆ
く
さ
い
に
各
企
業
に
ょ
っ
て
附
加
さ
れ

た
価
値
が
ど
れ
程
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
い
る
。
流
通
費
分
析
が
対
象
と
す
る
流
通
費
に
は
、
各
企
業
が
支

出
し
た
費
用
の
ほ
か
当
該
企
業
が
獲
得
し
た
利
益
も
含
む
か
ら
、
流
通
費
と
い
え
ど
も
、
純
粋
な
費
用
概
念
と
い
う
よ
り
附
加
価
値
概
念

に
近
い
本
質
を
有
し
て
い
る
。
あ
え
て
「
附
加
さ
れ
た
価
値
」
と
称
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

C
　
流
通
費
分
析
は
、
国
民
経
済
の
難
点
か
ら
調
査
し
分
析
す
る
。

　
流
通
費
分
析
は
、
国
民
経
済
分
析
の
一
手
法
で
あ
る
こ
と
は
特
に
重
要
で
あ
る
。
流
通
費
分
析
に
類
似
し
た
観
念
と
し
て
営
業
費
分
析

（
昌
賢
H
曇
一
轟
8
g
暮
巴
×
ω
色
が
あ
る
が
、
営
業
費
分
析
で
は
、
特
定
の
企
業
体
を
前
提
と
し
て
そ
の
マ
ー
ケ
テ
イ
ソ
グ
活
動
を
原
価

面
よ
り
分
析
す
る
た
め
、
流
通
費
分
析
と
は
対
象
や
手
法
が
異
っ
て
い
る
、
調
査
・
分
析
の
方
法
と
し
て
は
、
国
民
総
生
産
ま
た
は
最
終

消
費
者
価
格
を
基
準
と
し
た
流
通
費
総
額
お
よ
び
内
訳
区
分
の
数
値
が
計
算
さ
れ
る
。

　
②
　
流
通
費
分
板
の
機
能
別
ア
プ
圓
－
チ

　
前
述
し
た
流
通
分
析
を
実
施
す
る
方
法
に
は
、
各
種
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
最
も
重
な
方
法
の
一
つ
に
機
能
別
ア
プ

ロ
ー
チ
が
あ
る
。
機
能
別
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、
広
義
の
生
産
穣
能
を
狭
義
の
生
産
機
能
と
流
通
機
能
に
大
別
し
、
広
義
の
生
産
穣
能
に
要

巧
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す
る
総
生
産
費
を
、
狭
義
の
生
産
機
誰
に
要
す
る
生
産
費
と
流
通
機
能
に
要
す
る
流
通
費
に
二
分
し
、
総
生
産
費
に
対
す
る
流
通
費
総
額

と
流
通
費
項
目
の
割
合
を
算
定
し
よ
う
と
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
を
用
い
た
最
も
有
名
な
調
査
は
、
P
．
W
．
ス
、
一
一
皿
ワ
ー
ト
氏

と
J
・
F
・
デ
ウ
ル
ス
ト
氏
が
二
十
世
紀
財
団
（
↓
監
↓
幸
彗
ま
事
c
讐
；
ξ
司
昌
｛
）
の
流
通
委
員
会
と
調
査
員
の
協
力
に
よ
っ
て
実

施
し
た
も
の
で
、
そ
の
結
果
は
一
九
三
九
年
六
月
十
五
目
に
『
流
通
費
は
多
す
ぎ
る
か
』
（
b
．
8
皇
亀
、
雪
、
ぎ
ミ
9
急
N
ぎ
ミ
、
、
§
～
）

と
い
う
標
題
の
単
行
本
と
し
て
一
般
に
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
調
査
員
が
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
流
通
方
法
と
流
通
費

に
関
す
る
重
要
資
料
を
収
集
し
、
そ
れ
を
流
通
委
員
会
（
O
o
冨
旨
事
9
暮
9
ω
己
一
〕
冒
ま
易
）
が
調
査
検
討
し
、
ス
チ
ュ
ワ
i
ト
．
デ
ウ
ル

ス
ト
爾
氏
が
と
り
ま
と
め
て
一
九
二
九
年
当
時
に
お
げ
る
流
通
費
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。
、
」
の
調
査
結
果
を
中
心
と
し
て
そ
れ
以
降

「
流
通
費
は
多
す
ぎ
る
か
」
と
い
う
言
葉
が
流
通
関
係
老
の
合
言
葉
と
な
り
、
流
通
費
の
多
寡
や
そ
の
あ
り
方
が
真
剣
に
研
究
さ
れ
始
め

た
と
い
う
歴
史
的
事
実
が
あ
る
。
本
書
で
は
、
「
生
産
（
憤
o
ま
隻
昌
）
と
は
財
貨
に
物
理
的
ま
た
は
形
態
的
効
用
を
附
加
す
る
も
ρ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

あ
り
、
流
通
　
（
ま
弩
亭
ま
昌
）
と
は
財
貨
に
時
間
的
お
よ
び
場
所
的
効
用
を
附
加
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
基
本
的
前
提
の
も
と
に
、

生
産
機
龍
に
、
通
常
の
材
料
の
物
理
的
描
出
ま
た
は
造
出
、
そ
の
後
に
お
げ
る
加
工
、
製
作
お
よ
び
変
形
（
第
一
次
的
に
は
半
製
品
、
第

二
次
的
に
は
製
品
へ
の
変
形
）
を
含
ま
し
め
、
流
通
機
能
に
、
原
始
ま
た
は
中
間
生
産
場
所
よ
り
販
売
ま
た
は
再
加
工
場
所
ま
で
の
財
貨

の
運
送
、
必
要
と
さ
れ
る
時
期
ま
で
の
財
貨
の
保
管
、
財
貨
の
商
品
計
画
・
展
示
・
広
告
、
な
ら
び
に
実
際
の
販
売
ま
た
は
最
終
購
入
者

に
対
す
る
所
有
権
の
移
転
を
含
ま
し
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
生
産
機
能
は
、
林
業
、
漁
業
、
農
業
、
鉱
業
お
よ
び
工
業
に
従
事
す
る
多
数
の
労
働
者
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、
流
通
機
能

は
、
海
運
業
・
鉄
遺
業
・
自
動
率
運
送
業
、
倉
庫
業
・
保
管
業
、
卸
売
業
・
小
売
業
、
そ
の
他
の
機
関
に
従
事
す
る
多
数
の
労
働
者
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
流
通
機
能
を
、
消
費
者
用
完
成
品
の
場
合
に
隈
定
し
、
勧
売
業
と
小
売
業
の
機
龍
だ
け
を
指
ユ
ヨ
も
の
と
考

え
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
流
通
機
能
は
、
原
樹
料
の
製
造
か
ら
始
ま
り
完
蔵
品
の
最
終
販
売
に
至
る
全
段
階
で
実
施
さ
・
れ
る
の
で
あ
っ

26
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て
、
流
通
費
は
実
に
こ
れ
ら
の
全
巽
階
（
原
姶
生
産
業
、
製
造
加
工
菜
、
販
売
サ
ー
ど
ス
業
等
）
で
発
生
す
る
。
こ
の
レ
一
う
げ
」
生
産
機
能

と
流
通
撲
は
、
能
各
流
通
段
階
で
混
然
一
体
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
も
少
く
な
い
の
で
、
両
着
を
厳
密
に
区
分
す
る
こ
と
は
極
め
て
困

難
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
食
料
品
店
で
は
販
売
用
に
食
料
品
の
加
工
・
包
装
を
行
な
い
、
百
貨
店
で
は
顧
客
の
注
文
に
応
じ
て
衣
搬
を
製

作
し
、
レ
ス
ト
ラ
ソ
で
は
食
品
の
料
理
を
行
な
い
、
電
気
小
売
店
で
は
顧
客
に
販
売
す
る
器
臭
の
修
理
や
蒲
付
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

は
生
産
機
能
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
組
立
て
、
ラ
ベ
ル
付
げ
、
分
類
、
等
級
付
の
よ
う
な
機
能
は
、
生
産
業
老
が
行
う
ト
」
と
も
あ
れ
ぱ
流

通
業
者
が
行
う
こ
と
も
あ
り
、
生
産
機
能
の
何
れ
に
所
属
さ
せ
る
か
が
明
確
で
な
い
。
保
険
料
、
諸
税
、
金
融
費
な
ど
の
一
蔀
の
共
通
費

は
、
生
産
機
能
か
流
通
機
能
の
何
れ
か
一
方
｝
」
賦
課
す
べ
き
で
は
な
く
、
両
者
に
共
通
し
た
費
周
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
完
成
品
（
ま
た
は
材
料
ま
た
は
部
品
）
は
所
有
者
が
移
転
す
る
毎
に
、
販
売
費
や
事
務
費
が
消
費
さ
れ
る
。
・
」
れ

ら
の
流
通
費
は
、
流
通
の
初
期
の
段
階
で
は
少
額
で
あ
り
、
運
送
費
、
伸
買
口
銭
お
よ
び
手
数
料
以
外
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
た
い
が
、

流
通
の
後
期
の
段
階
で
は
　
（
と
く
に
特
殊
な
製
品
の
場
合
に
は
）
、
多
数
販
売
員
の
給
料
お
よ
び
旅
費
、
経
営
責
任
者
の
俸
給
、
事
務
所

費
お
よ
び
事
務
聞
接
費
、
販
売
費
お
よ
び
販
売
促
遼
費
が
含
ま
れ
、
そ
れ
に
荷
造
お
よ
び
包
装
、
発
送
お
よ
び
運
送
、
保
管
お
よ
び
倉
庫

作
業
な
ど
の
物
的
処
理
費
（
吾
重
邑
ブ
竃
窒
轟
8
撃
閉
）
も
加
え
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
炉
」
は
、
運
送
ま
た
は
県
嘗
中
に
は
お
げ
る
製
晶

関
係
の
金
融
費
（
割
賊
販
売
の
金
融
費
も
含
む
）
や
、
破
損
や
陳
腐
化
か
ら
生
ず
る
危
険
や
損
失
の
費
用
の
よ
う
な
間
接
的
な
費
用
も
、

流
通
費
の
一
部
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
以
上
の
ご
と
き
概
念
規
制
の
も
と
に
、
　
一
九
二
九
年
当
時
に
お
け
る
流
通
費
の
実
態
を
調
査
し
、
二
九
二
九
年
に
お
け
る
商
品
の
総

見
稜
流
通
費
は
、
三
八
五
億
ド
ル
で
、
商
晶
を
生
産
し
流
通
す
る
に
要
す
総
見
積
費
用
六
五
六
億
ド
ル
の
約
五
九
バ
ー
セ
ソ
ト
｝
」
達
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

い
る
L
と
の
注
目
す
べ
き
結
果
を
公
表
し
た
。
商
品
流
通
費
の
内
訳
は
次
の
ご
と
く
見
積
ら
れ
た
。

　
①
　
小
売
面
の
流
通
費
…
：
：
…
…
…
－
・
…
・
…
…
…
－
…
・
二
ニ
ハ
億
ド
ル

2フ
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②
製
造
面
の
流
通
費
…
・
－
…
…
…
・
・
－
・
…
…
…
－
…
…
…
…
九
一
〃

③
　
運
送
面
の
流
通
費
…
…
－
：
…
－
…
－
・
…
…
…
・
：
…
…
・
…
八
八
〃

④
中
聞
商
面
の
流
通
費
…
…
…
…
－
…
・
－
…
－
－
…
－
・
…
…
七
〇
〃

⑤
　
そ
の
他
の
流
通
費
－
：
…
－
…
…
…
・
－
…
…
－
…
…
－
・
…
一
一
〃

　
　
　
　
流
通
費
総
計
…
…
…
・
－
…
－
・
…
…
－
…
…
－
…
・
…
三
八
六
〃

　
⑥
養
引
流
通
業
老
が
使
用
し
た
販
売

　
　
　
　
用
消
耗
品
お
よ
び
設
傭
の
費
用
－
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
一
〃

　
　
　
　
流
通
費
純
計
…
－
：
…
…
…
…
・
…
…
－
・
…
：
・
－
・
・
…
三
八
五
〃

　
①
の
小
売
繭
の
流
通
費
は
、
小
売
業
に
お
げ
る
所
有
主
の
給
与
に
見
見
合
う
附
加
原
価
を
ふ
く
ん
だ
総
営
業
費
（
q
．
り
o
§
ω
§
ミ

皇
吻
ぎ
ぎ
“
“
§
L
竃
P
＜
〇
一
・
戸
や
目
。
）
に
、
配
当
金
と
会
杜
の
杜
内
留
保
金
と
個
人
商
店
の
営
業
留
保
金
（
ω
彗
箒
①
U
O
ε
冒
竃
一
Z
O
・

嵩
ト
＞
ぐ
“
ざ
鳶
良
ミ
o
§
隼
H
竃
甲
岩
o
o
ド
や
H
畠
）
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
②
の
製
造
繭
の
流
通
費
ぽ
、
ア
メ
リ
カ
原
価
会
計
士
協
会
（
N
A
C
A
）
の
協
力
を
え
て
ア
メ
リ
カ
広
告
主
協
会
（
A
N
A
）
が
一

九
二
二
－
一
九
三
二
年
の
期
間
に
つ
い
て
実
施
し
た
『
製
造
企
茎
二
二
一
社
の
営
業
費
の
分
析
』
（
』
ミ
』
§
営
ぎ
ミ
き
“
皇
｝
ミ
｝
ミ
・

“
“
§
9
募
ミ
亀
～
ミ
§
帖
さ
o
、
ミ
ミ
吻
）
で
報
告
さ
れ
た
資
料
を
基
礎
と
し
て
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
調
査
で
対
象
と
し
た
二
十

九
業
種
の
平
均
営
業
費
を
、
一
九
二
九
年
の
製
造
セ
ソ
サ
ス
が
報
告
し
た
産
業
分
類
毎
の
売
上
高
に
対
比
し
た
。
そ
し
て
、
対
象
と
き
れ

た
業
種
の
売
上
高
対
営
業
費
比
率
の
乎
均
率
を
、
こ
の
調
査
で
対
象
と
し
な
か
っ
た
全
業
種
の
平
均
率
と
想
定
し
た
。
つ
い
で
、
製
造
業

の
流
通
費
ぽ
飽
の
流
運
業
の
流
通
費
と
同
一
の
趨
勢
を
示
す
と
の
仮
定
の
も
と
に
、
一
九
三
一
年
報
告
書
を
基
礎
と
し
た
こ
の
営
業
費
比

率
を
、
一
九
二
九
年
と
一
九
三
一
年
の
間
の
卸
売
業
お
よ
び
小
売
業
の
営
業
費
の
変
化
に
準
じ
て
所
要
の
修
正
を
加
え
て
、
一
九
二
九
年

羽
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の
比
率
を
推
定
し
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
の
大
蔵
省
が
発
表
し
た
所
得
税
の
数
値
も
、
後
者
の
費
用
の
変
化
を
見
稜
る
基
礎
資
料
に
使
用
し

て
い
る
。

　
当
協
会
の
調
査
結
果
を
基
礎
と
し
た
こ
の
費
用
数
字
は
、
さ
ら
に
修
正
を
加
え
、
製
造
業
が
消
費
し
た
三
つ
の
費
用
項
目
i
ら
ま
り

杜
外
出
荷
分
の
運
送
費
と
販
売
支
店
の
維
持
費
と
全
国
向
け
広
告
費
を
控
除
し
た
。
（
杜
外
出
荷
分
の
運
送
費
は
③
の
運
送
費
に
ふ
く
あ
、

販
売
支
店
の
維
持
費
は
④
の
卸
売
業
の
流
通
費
に
ふ
く
め
、
全
国
向
げ
広
告
費
は
⑤
の
そ
の
他
の
流
通
費
に
含
め
た
）

　
⑧
の
運
送
面
の
流
通
費
は
、
次
の
よ
う
に
見
積
っ
た
。

　
㈹
鉄
遣
運
賃
；
運
賢
収
入
に
牛
乳
配
達
収
入
を
加
算
し
た
も
の
（
旅
客
運
賃
を
ふ
く
む
）
。
州
際
通
商
委
員
会
（
I
C
C
）
の
統
計

で
報
告
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
金
額
は
、
第
一
種
貨
客
だ
げ
に
限
定
し
た
。
そ
し
て
全
貨
客
の
見
積
数
字
は
、
運
賃
お
よ
び
牛
乳
配
達
の
合
計

額
に
対
す
る
第
一
種
貨
客
の
総
運
賃
収
入
の
比
率
を
基
礎
と
し
て
算
出
し
た
。
し
か
し
・
」
の
数
字
は
、
第
一
種
貨
客
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

た
数
字
を
わ
ず
か
上
廼
る
に
す
ぎ
た
か
り
た
。

　
㈹
水
上
運
賃
．
，
－
き
“
“
§
ミ
§
§
§
雨
（
岩
墨
－
岩
ω
N
ω
昌
算
①
U
o
ε
冒
聲
↓
2
9
H
N
介
や
塞
）
に
報
告
さ
れ
た
水
上
運
送
業
の

受
入
収
入
額
を
基
礎
と
し
て
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
受
入
収
入
額
の
数
字
は
、
主
と
し
て
賃
金
お
よ
び
利
子
で
あ
っ
て
、
総
利
益

（
数
字
旅
客
の
二
五
％
以
下
し
か
対
象
と
し
な
い
I
C
C
の
水
上
運
送
統
計
が
報
告
し
た
総
営
業
収
入
に
対
す
る
従
業
員
賃
金
比
率
を
基

礎
と
L
て
算
出
し
た
も
の
）
だ
げ
増
額
し
て
い
る
。
こ
の
総
利
益
数
字
は
、
海
外
向
運
賛
（
『
ぎ
由
ミ
§
§
ミ
§
“
ミ
§
ぎ
§
ミ
、
ミ
§
㊦
・

ミ
吻
ミ
、
ぎ
q
ミ
“
ミ
吻
ぎ
雪
の
資
料
を
使
用
）
と
、
州
際
通
商
委
員
会
統
計
が
報
告
し
た
国
内
運
送
業
着
の
総
貨
客
収
入
を
控
除
L
て

国
内
運
賃
分
だ
け
を
示
し
た
。

　
ω
鉄
遣
急
行
便
代
－
1
州
際
通
蘭
委
員
会
統
計
に
よ
る
。

　
㈹
電
車
運
賃
、
貨
物
自
動
車
運
賃
お
よ
び
管
路
運
賃
－
き
ぎ
§
、
ぎ
S
§
“
（
ε
8
－
H
竈
ド
ω
彗
誓
Φ
U
O
暮
昌
窒
甘
之
O
．
H
違
ら
。
竈
）
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に
よ
る
。

　
㈲
小
包
郵
便
代
－
！
郵
政
大
臣
の
年
次
報
告
書
か
ら
。
④
の
中
間
商
面
の
流
通
費
は
、
卸
売
業
に
お
け
る
総
管
理
費
（
R
吻
．
O
§
吻
§

ミ
隻
良
、
き
ミ
§
一
H
竃
〇
一
＜
0
F
月
㍗
3
）
に
、
店
主
の
引
出
金
、
配
当
金
、
会
杜
の
杜
内
留
呆
金
お
よ
び
個
人
商
店
の
営
業
留
保
金

（
㏄
o
；
ε
－
）
實
竃
一
彗
叶
z
o
．
H
ト
。
戸
き
ぎ
§
“
§
o
§
§
　
ε
N
㌣
H
竃
ド
宇
H
崖
）
を
加
算
し
た
、
も
の
で
あ
る
。

　
⑤
の
そ
の
他
の
流
通
費
に
は
、
次
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
㈲
全
禺
向
け
向
告
費
－
1
新
聞
広
告
費
は
ア
メ
リ
カ
新
聞
広
告
主
協
会
（
A
N
D
A
）
の
広
告
局
の
資
料
か
ら
、
雑
誌
出
版
物
お
よ

び
ラ
ジ
オ
広
告
費
は
全
国
広
告
統
計
（
N
A
R
）
の
資
料
か
ら
、
業
界
出
版
物
広
告
費
は
連
合
業
界
誌
協
会
（
A
B
P
）
の
資
料
か
ら
、

ま
た
戸
外
お
よ
び
箪
内
広
告
費
は
商
業
年
鑑
（
9
§
§
§
8
さ
負
き
8
ぎ
畠
竃
）
の
資
料
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
㈲
天
然
ガ
ス
の
配
絵
費
－
ガ
ス
井
戸
に
お
け
る
採
掘
費
と
販
売
地
点
に
お
け
る
売
価
（
ミ
“
一
§
、
ミ
亀
8
。
寒
、
o
、
ω
ミ
ミ
、
雨
q
、
ミ
良

9
ミ
夢
轟
8
一
蟹
鼻
月
o
．
竃
9
只
ω
。
ω
膏
①
窪
良
峯
一
秦
印
）
の
差
額
を
示
す
。

　
㈲
消
費
考
の
割
賦
買
入
に
要
す
る
金
融
費
用
－
1
権
威
あ
る
統
計
が
存
し
な
い
の
で
、
概
算
を
行
な
っ
た
－
」
す
ぎ
な
い
。
見
積
に
あ

た
っ
て
は
、
割
賦
飯
売
代
金
の
平
均
残
高
は
年
聞
見
籏
割
賦
販
売
高
六
五
億
ド
ル
の
約
半
額
で
あ
り
、
ま
た
平
均
金
利
お
よ
び
維
持
費
は

一
〇
％
と
想
定
し
た
。

　
⑥
に
お
い
て
ぱ
、
流
通
業
者
が
使
周
し
た
販
売
用
消
耗
品
お
よ
び
設
傭
の
費
用
を
一
億
ド
ル
と
見
籏
り
、
、
」
れ
を
総
計
か
ら
控
除
し

て
流
通
費
の
純
計
を
計
算
し
て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
支
出
は
、
流
通
業
者
の
費
用
と
な
る
と
と
も
に
工
、
れ
を
取
扱
っ
た
業
老
の
費
用
と
、
も
た

り
重
複
す
る
の
で
、
こ
の
重
複
を
除
去
し
な
け
れ
ぽ
正
確
な
流
通
費
は
算
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
、
③
一
汎
通
麹
只
分
一
析
の
一
莱
奮
｛
別
ア
プ
ロ
ー
チ

　
業
種
別
ア
プ
ロ
ー
－
チ
と
は
、
産
業
を
製
造
業
、
卸
売
業
お
よ
び
小
売
業
に
基
本
分
類
し
、
製
造
業
の
製
造
潅
動
｝
」
か
か
わ
ろ
生
産
費
と
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製
造
業
の
飯
売
活
動
お
よ
び
卸
・
小
売
業
の
営
業
活
動
に
か
か
わ
る
流
通
費
の
割
合
を
を
算
定
し
し
一
う
と
す
る
方
法
で
あ
る
。

　
a
　
西
沢
方
式
に
よ
る
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
筆
者
も
、
昭
和
三
十
七
年
に
出
版
し
た
『
営
業
費
管
理
会
計
』
で
は
こ
の
ア
ブ
ロ
ー
チ
を
と
り
、
「
流
通
費
と
は
、
製
造
企
業
に
お
い

て
製
品
が
製
造
さ
れ
て
倉
庫
に
保
管
さ
れ
た
時
か
ら
、
そ
れ
が
最
終
消
費
者
の
手
に
渡
る
ま
で
に
発
生
す
る
全
流
通
段
階
の
附
価
価
値
を

い
う
」
と
定
義
し
、
各
流
通
段
階
に
お
け
る
販
売
価
格
の
構
造
を
第
二
図
の
よ
う
に
図
示
し
た
。
つ
童
り
、
製
造
企
業
に
お
い
て
製
品
を

製
造
す
る
た
め
に
清
費
さ
れ
る
価
値
が
製
造
原
価
と
な
り
、
製
造
原
価
に
営
業
費
を
加
算
す
る
と
総
原
価
が
と
ら
れ
る
。
そ
L
て
総
原
価

に
販
売
損
益
を
加
減
す
る
と
こ
れ
が
生
産
者
価
格
と
な
る
。
卸
売
企
業
か
ら
み
れ
ぱ
生
産
者
価
格
は
仕
入
原
価
と
な
る
か
ら
、
こ
れ
に
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
費
を
加
え
る
と
総
原
価
が
え
ら
れ
、
こ
れ
に
販
売
損
益
を
加
減
す
る
と
卸
売
価
格
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
⊥
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
阯
”
る
。
小
売
企
業
か
ら
み
れ
ぼ
卸
売
価
格
は
仕
入
原
価
と
な
る
か
ら
、
・
」
れ
に
営
業
費
を
加
え

　
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
び

　
構
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
い
．
る
と
総
原
価
が
え
ら
れ
、
こ
れ
に
販
売
損
益
を
加
減
す
る
と
小
売
価
椿
と
た
る
。
最
終
消
費

　
の

　
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
か
ら
み
れ
ぼ
、
小
売
価
格
は
最
終
消
費
老
が
当
該
製
晶
に
支
払
う
総
金
額
と
な
る
。

　
価
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
．
　
＾

賊
　
　
　
　
　
　
国
民
経
済
的
に
は
、
製
造
企
挙
卸
売
企
糞
よ
び
尖
企
業
の
纂
糞
よ
び
利
誓

　
朽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ
て
流
通
段
階
に
要
し
た
原
価
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
上
述
の
定
義
に

　
訓

　
J
4

　
牝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
い
、
流
通
段
階
に
お
け
る
消
費
価
値
お
よ
び
附
加
利
益
を
流
通
費
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
次
の

　
1
平

　
段
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
価
格
公
式
が
誘
導
さ
れ
る
。

　
通

鋪
　
　
　
　
　
　
痔
蟹
裏
－
蕾
警
嘉
霞
警
議
嚢

　
劃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
些
決
葦
黍
H
肝
瞬
雌
含
黍
－
†
珪
｝
印
吟
鵜
θ
蕃
富
崖

　
引

　
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
÷
嵩
菖
事
1
1
婁
譜
曹
事
十
÷
畠
怜
洪
θ
議
自
鳶

r■■…■’■｛’1’■1■…L■■’■…』■■…■■…’■

i 利益
t支費

小

流
’■’一1一一一■■『一1、一’1■

利益 小
這 卸

売

㌔1、’丈土七 売

1ぺ
■

’’ 如
売

一1
仕 傾ド

義
L

笈 仕 ’

価 人
・
曲
一
祖

’

人 原 格
価 原

製造原価 猪 価
格 楓

3
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故
｝
」

　
・
ケ
島
言
泰
”
駐
康
詞
含
十
療
康
斉
糠
θ
議
菌
蟻
十
喜
嵩
吟
辮
θ
議
巌
躍
十
÷
獣
帝
辮
θ
議
曽
嘩
“
ド
黒
璋
十
議
議
冒
贈

　
各
流
通
撰
階
の
流
通
費
率
は
、
個
別
企
業
の
立
場
か
ら
み
れ
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
譜
ト
奪
蘇
栂
n
島
ト
撃
蘇
X
§
u
卦
欝
ト
甲
譜
ト
蟄
冒
X
H
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
謙
ト
瑚
　
　
　
　
　
　
轟
譜
’
『
亟
－
膚
事
・
毒
竺

に
相
当
す
る
か
ら
、
上
、
式
は
、
次
の
よ
う
に
置
き
か
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
　
　
　
戸
H
H
一

　
　
　
　
ぎ
H
（
H
8
－
ご
）
5

　
　
　
　
タ
“
（
H
8
ー
ゴ
ー
5
）
『
饒

　
　
　
　
局
阜
u
員
十
勾
｝
÷
茅

た
だ
し

　
軋
H
小
売
業
の
流
通
費
率
、
弛
n
卸
売
業
の
流
通
費
率
、
民
”
製
造
業
の
流
通
費
率
、
＆
“
流
通
費
率
の
合
計

　
n
H
小
売
業
の
売
上
総
利
益
率
、
篶
H
卸
売
業
の
売
上
総
利
益
率
、
砧
“
製
造
業
の
売
上
総
利
益
率

　
こ
の
よ
う
に
改
算
す
る
な
ら
ぱ
、
各
業
種
の
標
準
売
上
総
利
益
率
を
経
営
分
析
統
計
（
た
と
え
ぱ
中
小
企
業
庁
『
中
小
企
業
の
経
営
指

標
』
）
よ
り
求
め
、
こ
れ
か
ら
流
通
費
の
構
成
状
態
を
推
計
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
b
　
経
済
企
画
庁
方
式
に
よ
る
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
筆
者
の
業
種
別
ア
プ
ロ
ー
ム
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
方
法
が
、
『
昭
和
三
十
八
年
度
経
済
白
書
』
で
も
と
ら
れ
、
次
の
手
法
が
導
入
さ
れ
た
。

　
小
売
価
構
の
構
成
要
素
は
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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艦
岬
津
詞
へ
葛
十
一
薄
譜
灘
一
十
斗
昌
餅
1
1
締
－
鮒
映
含
一
諜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
一

　
　
　
述
」
洋
＞
覇
｛
冒
十
一
醇
辮
躍
十
蟄
餅
丁
酋
剖
書
黍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
こ
ノ
誹
芹
＞
詞
禽
十
一
疎
…
淋
搬
川
十
胡
o
謙
一
H
÷
識
含
「
講

　
こ
の
う
ち
小
売
価
格
に
占
め
る
総
流
通
費
は
、
小
売
価
格
か
ら
生
産
者
価
格
を
差
引
い
た
分
す
な
わ
ち
鈎
仕
入
原
価
、
小
売
仕
入
原
価

に
た
い
し
て
そ
れ
ぞ
れ
附
加
さ
れ
た
営
業
費
と
利
益
の
合
計
に
生
産
者
価
椿
の
中
に
含
ま
れ
る
販
売
費
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
流
通
費
を
算
出
す
る
に
は
、
ま
ず
製
造
業
、
卸
売
業
、
小
売
業
の
各
撰
階
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
売
上
高
に
対
す
る
費
用
の
比
率
を
求
め
る
。

　
　
溝
嚢
－
－
－
；
糠
艦
膚
■
－
よ
一
i
〕
醸
陶
い
薦
浮
H
里
』
律
醸
“
藤
芦
“
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
繕
酵
辮
員
ト
困
　
　
　
　
　
　
　
糖
酵
辮
謙
，
〒
亜
　
　
　
　
　
　
　
　
粧
康
辮
曽
－
一
い
劃

　
　
薯
譜
機
…
…
：
1
漬
爵
鵠
誹
ト
現
－
芹
＞
覇
禽
＾
U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菖
獣
辮
副
ト
亟

　
　
こ
畠
辮
－
－
・
－
－
と
、
隷
辮
隷
ト
酔
－
序
＞
珂
盲
阯
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
甜
機
削
ト
劃

次
に
製
造
業
の
売
上
高
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
の
卸
売
業
、
小
売
業
の
売
上
高
を
求
め
る
。

　
　
甘
一
爵
機
譜
ト
事
…
…
1
－
卜
ρ
◎
！
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
1
－
〕

　
　
言
繁
撃
事
・
…
…
’
句
　
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
籟
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拠

最
後
に
G
を
一
〇
〇
と
し
て
各
構
成
要
素
別
に
比
率
を
求
め
る
。

　
　
　
ψ
基
繁
事
　
㎝
基
嚢
ふ
竃
・
嚢
弾
－
㍗
、
叢
讃
、
一
警
・

　
　
L
〕
1
H
甫
爵
辮
4
i
、
さ
　
　
目
　
⊥
岳
辮
4
1
㌧
く

　
　
　
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

従
っ
て
総
流
通
費
お
よ
び
総
生
産
費
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
困
　
　
　
U
　
　
　
向

　
　
譲
議
巌
甲
－
「
十
－
「
十
」
「

　
　
　
　
　
　
　
　
＞
　
　
　
O

　
　
議
昧
爵
癖
1
1
！
－
－
－
十
1
－

　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
Ω

　
西
沢
方
武
と
経
済
企
画
庁
方
式
を
比
較
し
て
み
る
と
、
製
造
業
の
利
益
と
営
業
費
の
取
扱
が
最
も
異
っ
て
い
る
。
前
者
で
は
製
造
業
の

利
益
と
営
業
費
の
全
額
を
流
通
費
に
算
入
し
て
い
る
の
に
反
し
、
後
者
で
は
製
造
業
の
利
益
と
一
般
管
理
費
を
流
通
費
か
ら
除
外
し
て
お

り
、
従
っ
て
前
者
は
後
者
よ
り
製
造
業
の
利
益
と
一
般
管
理
費
だ
け
流
通
費
が
多
額
に
算
出
さ
れ
る
結
果
と
た
る
。
理
論
的
に
は
製
造
業

の
利
益
と
一
般
管
理
費
は
、
生
産
費
と
流
通
費
に
一
定
の
基
準
に
よ
り
二
分
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
合
理
的
た
分
割
基
準
を
見
出
し
が

た
い
た
め
、
一
般
に
は
何
れ
か
に
帰
属
さ
せ
る
使
法
が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
製
造
業
と
い
え
ど
も
、
販
売
面
で
は
重
要
な
流
通
機

能
を
担
当
し
て
い
る
か
ら
、
製
造
業
の
利
益
と
一
般
管
理
費
の
少
く
と
も
一
部
は
流
通
費
に
加
算
す
る
方
が
適
切
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て

両
方
式
の
調
整
策
と
し
て
、
製
造
業
の
利
益
と
一
般
管
理
費
の
半
分
を
流
通
費
に
算
入
す
る
の
も
一
法
で
あ
ろ
う
。

　
C
　
流
通
費
分
析
の
製
品
別
ア
プ
ロ
ー
チ

　
製
品
別
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、
主
要
な
製
品
種
類
ご
と
に
小
売
価
格
に
対
す
る
生
産
費
と
流
通
費
の
割
合
を
算
定
す
る
方
法
で
、
調
査
法

が
比
較
的
簡
単
な
た
め
一
般
に
よ
く
使
用
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ぼ
、
筆
者
が
昭
和
三
十
九
年
に
『
営
業
費
管
理
会
計
実
態
調
査
』
を
実
施

船



L
た
さ
い
に
は
、
代
表
的
た
製
品
種
類
ご
と
に
最
終
の
小
売
価
格
を
一
〇
〇
％
と
す
る
生
産
老
の
製
造
原
価
お
よ
び
販
売
価
格
と
卸
売
価

格
の
割
合
を
回
答
し
て
も
ら
い
、
次
の
よ
う
に
分
析
し
た
。
た
と
え
ば
あ
る
医
薬
品
の
製
造
原
価
四
〇
％
、
生
産
者
売
価
六
〇
％
、
卸
売

売
価
七
〇
％
、
小
売
売
価
一
〇
〇
％
と
す
る
と
、
生
産
費
四
〇
％
、
製
造
業
の
流
通
費
二
〇
％
（
六
〇
－
四
〇
％
）
、
卸
売
業
の
流
通
費

一
〇
％
（
八
○
1
－
七
〇
％
）
、
小
売
業
の
流
通
費
三
〇
％
（
一
〇
〇
－
1
七
〇
％
）
と
な
り
総
流
費
は
六
〇
％
1
す
な
わ
ち
生
産
費
と
流
通

費
の
比
は
四
・
六
と
推
定
す
る
。

三
　
杜
会
的
流
通
費
の
推
移
と
現
状

35

　
前
述
の
よ
う
に
流
通
費
分
析
に
は
各
種
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
、
ま
た
同
一
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
も
使
用
す
る
分
析
法
に
よ
り
算
定
さ
れ

る
結
果
も
自
ら
稲
違
す
る
が
、
諸
家
が
行
な
っ
た
分
析
結
果
に
も
と
づ
い
て
日
米
に
お
げ
る
杜
会
的
流
通
費
の
推
移
と
現
状
を
検
討
し
て

み
れ
ぼ
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ω
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
推
移
と
現
状

　
a
　
一
九
二
九
年
当
時
の
流
通
費
の
状
況

　
P
・
W
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
氏
と
J
・
F
・
デ
ウ
ル
ス
ト
氏
は
、
す
で
に
詳
述
し
た
よ
う
に
、
二
十
世
紀
財
団
の
後
援
の
も
の
に
購
買
、

販
売
、
そ
の
他
の
国
勢
調
査
資
料
を
使
用
し
て
一
九
二
九
年
当
時
の
状
態
を
調
査
し
た
。
・
ご
」
で
は
財
貨
が
原
始
業
産
（
農
業
、
輪
入
、

林
業
、
漁
業
等
）
か
ら
中
間
業
者
（
製
造
業
や
商
業
等
）
を
経
て
最
終
購
買
者
（
消
費
者
、
協
会
、
公
共
企
業
、
輸
出
業
者
等
）
へ
流
通

す
る
際
に
附
加
さ
れ
る
流
通
費
を
分
析
の
対
象
と
し
た
。
運
送
業
、
卸
売
業
お
よ
び
小
売
業
で
附
加
さ
れ
る
価
値
は
流
通
費
と
し
、
製
造

業
の
附
加
価
値
は
生
産
費
と
流
通
費
に
二
分
し
た
が
、
サ
ー
ピ
ス
（
散
髪
や
医
療
等
）
の
価
値
は
流
通
費
の
対
象
外
と
し
た
。
阿
氏
は
流

通
費
分
析
に
あ
た
っ
て
機
能
別
ア
プ
ロ
ー
ヂ
を
採
用
し
た
の
で
、
業
種
別
に
生
産
費
と
流
通
費
を
概
括
的
に
区
分
せ
ず
、
個
々
の
流
通
機
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筑

寵
に
要
す
る
附
加
価
復
を
集
計
し
て
総
流
通
費
を
算
定
し
て
い
っ
た
。

　
今
、
こ
の
調
査
緕
果
を
筆
著
流
に
整
理
し
て
み
れ
ぱ
、
第
二
表
の
と
お
り
と
在
る
。

　
こ
の
よ
う
な
流
通
費
分
析
の
緒
果
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
一
九
二
九
年
当
時
、
最
終
小
売
価
格
を
一
〇
〇
％
と
す
る
と
、
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撰
階
で
消
費
さ
れ
た
部
分
は
四
一
・
五
％
に
す
ぎ
ず
、
遇
半
数
の
五
八
・
五
％

実　額　ヨ流通費と生産費　　　1の総計に対する（億ドル）≡構成比率（％）

流通費合計に対する構成比率（％）
一
i
』
…
「
搬
階
の
流
通
費
鋼
売
段
階
の
流
通
費
■
一
：
小
売
段
階
の
流
通
費
」
運
送
段
階
の
流
通
費
’
1
㌶
㌶
募
i
流
通
費
合
計
1
生
産
費
合
計
I

　
9
1
！
　
7
0
　
1
　
　
　
，
　
1
2
6
　
！
　
8
8
1
　
1
1
　
！
△
1
1
　
　
　
一
…
1

　
1
3
，
8
　
1
0
，
5
　
1
9
，
3
　
1
3
．
4
　
1
．
6
△
　
O
．
1
　
5
8
．
5

「
，
，
≡

　
2
3
，
6
　
1
8
，
2
　
3
2
，
7
　
2
2
．
8
　
2
．
8
△
　
O
．
1
　
1
0
0
．
O

…1 41．5 ’
1流通費と生産費の総計1

　　■　　■656　1　　！

100．O ’

跳

第2表 スチュワード・デウルスト両氏による1929年の流通費状況

が
流
通
面
で
消
費
さ
れ
て
お
り
、
後
者
が
前
者
を
は
る
か
に
上
廻
っ
て
い
る
事

実
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
流
通
費
の
内
訳
を
み
る
と
、
流
通
費
五
八

・
五
％
の
う
ち
、
製
造
段
階
で
ニ
ニ
・
八
％
、
卸
売
段
階
で
一
〇
・
五
％
、
小

売
段
階
で
一
九
・
三
％
、
運
送
撰
階
で
ニ
ニ
・
四
％
、
そ
れ
ぞ
れ
消
費
さ
れ
て

お
り
、
流
通
費
合
計
を
一
〇
〇
％
と
す
る
と
、
そ
の
う
ち
製
造
段
階
が
二
三
・

六
％
、
卸
売
段
階
が
一
八
・
二
％
、
小
売
段
階
が
三
二
・
七
％
、
運
送
禦
階
が

二
二
・
八
％
を
そ
れ
ぞ
れ
占
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
一
九
二
九
年
当
時
の
流
通
費
に
つ
い
て
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
デ
ウ
ル
ス
ト

両
氏
の
調
査
を
噴
矢
と
し
て
実
に
多
数
学
者
に
よ
る
調
査
が
た
さ
れ
て
い
る
。

ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
デ
ウ
ル
ス
ト
両
氏
の
調
査
結
果
を
嚢
付
げ
る
た
め
、
こ
れ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ

比
較
す
る
型
で
、
ガ
ル
ブ
ラ
イ
ス
・
ブ
ラ
ツ
ク
両
貴
、
ウ
エ
ル
ド
氏
、
エ
ン
グ

　
尋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
叫

　
q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ

ル
氏
、
お
よ
び
コ
ソ
バ
ー
ス
氏
の
調
査
結
果
を
一
表
に
と
り
ま
と
め
れ
ぼ
、
第

三
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
ガ
ル
ブ
ラ
イ
ス
・
ブ
ラ
ツ
ク
両
氏
の
二
四
四
億
ド
ル
・

ウ
エ
ル
ド
氏
の
二
七
〇
億
ド
ル
の
数
字
に
は
、
一
部
の
費
目
が
欠
け
て
い
る
か
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第3表 ユ929年の流通費の調査結果比較
（単位億ドル）

5
1 調 査 実 施 者

1

1
，

＝
う㌶；中㌶11…1 ユソグル コソバース

1製織階の流通費＝1卸売撰階の流通費
≡

「

911 36 i ・・1・・一・・ ， ｛
‘ ヨ

105
一

7⑪一　■
一

70 「
一

60 　　一65－70！ 76
』

一小売段階の流通費］運送段階の流通費
ヨ

1261 ヨ
’

ユ38 115－1201
一

≡
140 138

『

≡
＝

　188　1　■　一

一 i 40 」

，35－50 53

その他の流通費 10
： 1

「
＝ 一 ！ 一 i 15－20 22 ≡

「 「 1 ≡
1
1流通費合計 搬い1デ 300－340 394
‘ ＝

ら
、
全
費
目
を
入
れ
た
場
合
を
考
え
る
と
、
一
九
二
九
年
の
流
通
費
総
額

に
も
、
エ
ソ
グ
ル
氏
の
最
低
三
〇
〇
億
ド
ル
か
ら
コ
ソ
バ
ー
ス
氏
の
三
九

四
億
ド
ル
ま
で
の
広
さ
が
あ
り
、
ス
チ
邑
ワ
ー
ト
・
デ
ウ
ル
ス
ト
爾
氏
の

三
八
五
億
ド
ル
は
、
こ
の
中
間
に
あ
た
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
b
　
各
年
に
お
げ
る
流
通
費
の
捷
移

　
一
九
二
九
年
を
中
心
と
す
る
流
通
費
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
P
・
D
・

コ
ソ
バ
ー
ス
教
授
は
各
論
者
の
調
査
繕
果
を
と
り
ま
と
め
次
の
ご
と
く
論

　
　
⑰

じ
て
い
る
。

　
W
・
H
ニ
フ
フ
代
の
見
穣
に
よ
れ
ば
（
曇
・
卜
§
良
O
§
§
§
貰
“
§
一

岩
器
や
O
．
O
。
。
）
、
小
売
価
格
に
し
め
る
工
業
製
品
の
流
通
費
の
割
合
は
、
一

九
〇
九
年
に
は
＝
二
・
五
％
だ
っ
た
も
の
が
、
一
九
二
九
年
に
は
三
〇
・

七
％
と
な
り
、
さ
ら
に
一
九
＝
二
年
に
は
二
九
・
九
％
に
除
々
に
減
少
し

て
い
る
。
・
」
の
数
字
に
は
、
完
成
品
の
製
造
企
業
が
使
用
す
る
原
材
料
お

よ
び
半
製
材
料
の
流
通
費
は
含
ま
れ
て
い
た
い
。
た
お
非
工
業
製
品
（
主

と
し
て
農
産
物
）
の
流
通
費
は
、
一
九
〇
九
年
に
は
五
一
・
九
％
だ
っ
た

も
の
が
一
九
三
一
年
に
は
五
二
・
二
％
に
反
対
に
増
加
し
て
い
る
。

　
コ
ソ
バ
ー
ス
教
援
自
身
の
見
積
で
は
　
（
婁
“
§
§
済
県
ミ
ミ
細
き
翁
一

岩
寄
）
、
流
通
費
は
一
九
二
九
年
に
は
総
原
価
の
五
二
・
二
％
だ
っ
た
も
の

3？
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い　が
第4表 アメリカにおける流通費比率の推移

一
九
三
九
年
に
は
五
〇
・
五
％
に
減
少
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
商
務
省
の
L
・
H
・
マ
ソ
ト
ル
氏
は
、
ま
っ
た
く
異
っ
た
方
法
を
用

一
九
二
九
年
の
流
通
費
は
小
売
価
格
の
五
〇
・
九
％
で
あ
る
が
、
一
九
三
九
年
の
流
通
費
は
五
〇
・
五
％
に
減
少
し
た
と
見
積
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
。
以
上
の
統
計
か
ら
、
当
該
期
間
の
流
通
費
比
率
は
徐
々
に
減
少
の
煩
向
を

調 査 実 施 考

］ コソパ1　　　3 1スチイ
；

ラ フ

工業製品1蓑工蓋
　　　　，一ス1 マソトノレ■ 一ト・ア1ウルスllバ｝ガー コツクス

’
。。。。i ％ 　　％r5191 ％ ％ 劣 劣 劣

31．5

1929 30．7
「
一 52．2 50．9 58．5
1

1931 29．9 5221　　　■

1939 ’

’ 50．5 50．5
1948 1 コ 48．1

一

1955 一

！ 35～36

I960 ！ 43
」

た
ど
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
見
積
数
字
の
た
め
こ
の
減
少
煩
向

に
は
あ
ま
り
大
き
な
確
信
を
与
え
る
わ
げ
に
は
い
か
た
い
が
、
少
な
く
と
も
一
九

〇
九
年
か
ら
一
九
三
九
年
の
間
に
は
、
消
費
者
の
支
払
う
価
格
に
占
め
る
流
通
費

の
割
合
が
増
加
し
な
か
っ
た
｝
」
と
は
結
論
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
三
九
年
に
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
デ
ウ
ル
ス
ト
両
氏
が
行
な
っ
た
別
の
見
積
で

は
、
流
通
費
比
率
は
五
八
・
五
％
で
、
マ
ソ
ト
ル
氏
と
コ
ン
バ
！
ス
教
援
が
同
年

に
つ
い
て
後
目
調
査
し
た
五
二
％
と
だ
い
た
い
符
合
す
る
。
同
じ
一
九
二
九
年
に

つ
い
て
W
・
H
・
ラ
フ
氏
が
一
九
三
五
年
に
行
た
っ
た
上
記
の
調
査
数
字
も
、
原

材
料
お
よ
び
半
製
材
料
の
流
通
費
を
流
通
費
に
算
入
し
て
お
れ
ば
ほ
と
ん
ど
同
一

と
な
ろ
う
。
も
っ
と
も
新
し
い
統
計
で
は
、
コ
ン
バ
ー
ス
・
ヒ
ュ
ギ
！
・
、
ミ
ツ
チ

ニ
ル
三
教
授
共
著
の
　
曼
“
§
§
訪
ミ
§
喜
§
曇
　
お
墨
に
、
一
九
四
八
年

を
対
象
と
し
た
見
積
数
字
が
発
表
き
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
流
通
費
比

率
は
四
八
・
一
％
と
な
り
一
九
二
九
年
、
一
九
三
九
岡
年
に
引
き
つ
づ
い
て
下
降

頓
向
を
示
し
て
い
る
。
今
、
以
上
の
結
果
を
一
表
に
と
り
ま
と
み
て
み
れ
ば
第
四

表
の
と
お
り
と
な
る
。
（
バ
ー
ガ
ー
、
　
コ
ッ
ク
ス
爾
氏
の
調
査
内
容
は
次
に
詳
述

鯛
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す
る
）

C
　
近
年
に
お
げ
る
流
通
費
の
現
状

　
近
年
に
お
け
る
流
通
費
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
バ
ー
ガ
ー
氏
と
コ
ヅ
ク
ス
氏
の
調
査
を
指
摘
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
⑨
　
バ
i
ガ
ー
氏
の
調
査

　
ハ
ロ
ル
ド
・
バ
ー
ガ
ー
－
氏
は
、
一
九
五
五
年
に
国
民
経
済
調
査
局
（
2
簑
o
冨
－
ω
具
Φ
彗
◎
｛
目
8
目
o
邑
o
射
①
眈
①
曽
、
。
｝
）
が
収
集
し
た

尤
大
な
資
料
を
使
用
し
、
調
査
結
果
を
『
一
八
六
九
年
以
降
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
経
済
上
の
流
通
の
地
位
』
に
と
り
ま
と
め
て
出
版
し

た
。
こ
の
調
査
は
当
該
閲
題
に
つ
い
て
従
来
出
版
さ
れ
た
も
の
の
中
で
最
も
権
威
あ
る
も
の
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
バ
ー
ガ
ー

氏
は
・
卸
売
業
と
小
売
業
だ
げ
に
調
査
を
限
定
し
た
の
で
、
ス
チ
ユ
ワ
ー
ト
・
デ
ウ
ル
ス
ト
両
氏
の
よ
う
に
製
造
業
の
流
通
費
舌
、
で
包
括

し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尋

　
バ
ー
ガ
ー
氏
に
よ
れ
ぱ
苅
一
八
六
九
年
か
ら
一
九
四
九
年
ま
で
の
問
に
、
人
時
あ
た
り
の
労
働
生
産
性
は
生
産
面
で
は
各
年
二
・
六
％

増
大
し
た
が
、
流
通
で
は
一
％
し
か
増
加
し
て
い
な
い
。
使
用
し
た
尺
度
や
総
取
扱
高
は
、
こ
の
間
に
お
け
る
実
施
機
能
の
変
化
重
で
参

酌
し
て
い
な
い
か
ら
、
こ
の
分
析
に
は
若
干
の
誤
差
が
存
す
る
が
、
両
老
の
差
異
の
大
部
分
ぼ
、
流
遠
面
よ
り
も
生
産
面
の
方
が
機
械
そ

の
他
の
設
備
を
広
般
に
適
用
し
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
一
九
二
九
年
当
時
に
お
い
て
は
、
消
費
者
の
支
払
う
一
ド
ル
の
う
ち
三
五
～
三
六
セ
ソ
ト
が
卸
お
よ
び
小
売
の
流

通
費
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
見
出
し
た
。
こ
の
数
字
は
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
デ
ウ
ル
ス
ト
両
氏
の
五
九
セ
ソ
ト
と
い
う
数
字
よ
り
は
る
か
に
少

な
い
が
、
そ
れ
は
バ
ー
ガ
ー
氏
は
、
当
年
の
全
流
通
機
能
で
は
な
く
そ
の
一
部
し
か
対
象
に
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
前
者
の
調
査
で

は
古
い
統
計
資
料
を
使
用
し
た
の
で
、
－
」
の
点
を
修
正
す
る
と
五
九
セ
ソ
ト
と
い
う
数
字
は
概
算
八
な
い
し
九
セ
ソ
ト
減
少
す
る
も
の
と

考
え
ら
九
る
。
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ω

ω
　
コ
ヅ
ク
ス
氏
の
調
査

　
ペ
ン
ツ
ル
バ
ニ
ヤ
犬
学
の
リ
ビ
ス
・
コ
ヅ
ク
ス
教
授
と
教
授
の
協
力
者
達
は
、
遇
去
数
年
間
に
わ
た
り
、
ス
チ
ュ
ワ
i
ト
ニ
ア
ウ
ル
ス

ト
酉
氏
の
調
査
績
栗
と
比
較
し
、
あ
わ
せ
て
当
該
調
査
結
果
を
修
正
す
る
目
的
で
、
流
通
費
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
一
」
の
調
査
結
果

は
ま
だ
出
板
さ
れ
て
い
な
い
が
、
近
い
将
来
発
表
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
L
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
は
教
援
は
す
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ア
メ
リ
カ
統
計
学
会
（
＞
冒
艮
O
竃
ω
婁
一
＆
S
－
＞
露
9
一
茎
昌
）
の
一
九
六
〇
年
度
大
会
で
中
聞
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
句

労
働
統
計
局
（
ω
…
o
竃
o
｛
［
学
具
ω
§
ポ
一
一
8
）
の
一
九
四
七
年
度
ア
メ
リ
カ
経
済
の
投
入
産
出
表
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
一
九
四
七
年

に
最
終
消
費
者
は
財
貨
の
購
入
に
九
六
〇
億
ド
ル
を
支
出
し
、
そ
の
約
四
三
％
に
あ
た
る
四
一
〇
億
ド
ル
が
流
通
に
向
け
ら
れ
た
。
こ
の

数
字
に
は
、
流
通
業
（
卸
売
業
、
小
売
業
、
運
送
代
理
お
よ
び
広
告
代
理
店
等
）
の
流
通
費
ば
か
り
で
な
く
、
製
造
業
の
販
売
費
も
ふ
く
ま
れ
て

い
る
。
全
消
費
財
の
最
終
価
格
の
約
三
一
二
％
と
消
費
者
向
サ
ー
ビ
ス
の
全
最
終
価
格
の
一
部
が
、
流
通
業
の
流
通
費
を
な
し
て
い
る
。

　
②
、
わ
が
国
に
お
け
る
流
通
費
の
実
態

a
　
機
能
別
の
流
通
費
の
実
態

　
わ
が
国
で
は
前
述
の
ご
と
き
穣
能
別
の
流
通
費
分
析
は
未
だ
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
た
い
の
で
、
産
業
穣
造
に
し
め
る
流
通
の
実
態
は
必

ず
し
も
弱
ら
か
で
な
い
。
こ
の
実
態
を
解
明
す
る
に
は
、
ま
ず
そ
の
基
礎
と
し
て
流
通
統
計
が
整
傭
確
立
さ
れ
て
い
な
げ
れ
ば
な
ら
な

い
。
現
在
流
通
に
関
す
る
統
計
で
は
通
産
省
の
商
業
統
計
、
各
産
業
別
需
給
動
態
統
計
や
農
林
省
の
生
鮮
食
料
品
流
通
統
計
な
ど
が
あ
る

が
、
各
省
バ
ラ
バ
ラ
に
行
な
わ
れ
て
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
整
傭
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
点
、
行
政
管
理
庁
で
は
こ
の
ほ
ど
統
計

審
議
会
内
に
流
通
統
計
整
備
部
会
（
部
会
長
中
山
伊
知
郎
氏
）
を
設
げ
、
各
省
の
流
通
・
消
費
統
計
を
整
備
す
る
こ
と
と
な
り
、
ω
流
通
費
、

ω
地
域
問
、
敢
り
引
き
業
間
で
物
資
が
ど
う
流
れ
て
い
る
か
、
⑫
包
装
・
倉
庫
・
ト
ラ
ツ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
の
流
通
技
術
や
流
通
投
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
三
点
に
焦
点
を
し
ぽ
っ
て
検
討
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
｝
」
と
は
、
誠
に
喜
ぶ
べ
き
も
の
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

幻
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b
　
業
種
別
の
流
通
費
の
対
態

　
中
小
企
業
庁
は
、
業
種
別
に
各
都
道
府
県
、
五
大
市
お
よ
び
関
係
業
界
の
協
力
を
え
て
個
々
の
中
小
企
業
者
の
経
営
状
況
を
調
査
し
、

経
営
に
関
す
る
諸
計
数
を
業
種
別
・
規
模
別
に
分
析
集
計
し
、
そ
の
結
果
を
と
り
ま
と
め
て
『
申
小
企
業
の
経
営
指
標
』
と
し
て
一
般
に

公
表
し
て
い
る
。
今
・
」
の
『
指
標
』
に
表
示
さ
れ
た
標
準
売
上
総
利
益
率
を
使
用
し
て
、
前
記
の
西
沢
方
式
に
よ
り
流
通
費
の
推
移
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
び
現
状
を
算
出
し
、
一
表
に
と
り
ま
と
め
て
み
れ
ぱ
第
五
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第5表 わが副巳おげる流通費の実態（酉沢方式）

　　　　’生産費率’

流 通 費
年度

率

総流通費率
」　　　　■内製造業分r内卸売業分　　　　■ ヨ
’ ，内小売業分

’

％ 舳「47．3　一 　　％13．2： ％ ％
32 55，0 8．6 23．2

≡

33 52．7 14．21
i

9．4 23．7

34 5ユ．8 48．2 14・81 9，6 23．8
35 52．6 47．4 15、垂

≡

；
8．7 23．3

36 52．6 47．4 15，5
！

8．4 23．5

37 52．3 47．7
　
　
一
1
5
・
㌧
1
5
・
2
1

9．O 23．6
38 52．O 48IO 9．1 23．7

　
こ
れ
か
ら
、
総
流
通
費
が
最
終
小
売
価
椿
に
し
め
る
割
合
は
、
昭
和
三
十
二
年
が
四

五
・
○
％
、
三
十
三
年
が
四
七
・
三
％
、
三
十
四
年
が
四
八
・
二
％
、
三
十
五
年
が
四
七
・

四
％
、
三
十
六
隼
が
四
七
・
四
％
三
十
七
年
が
四
七
・
七
％
、
三
八
年
が
四
八
・
○
％

と
毎
年
わ
ず
か
な
が
ら
続
伸
L
七
年
間
に
三
％
の
上
昇
を
示
し
た
。
総
流
通
費
率
の
内

訳
で
は
、
卸
売
業
と
小
売
業
の
流
通
費
率
は
概
ね
横
ば
い
で
あ
り
、
製
造
業
の
流
通
費

率
だ
げ
が
逓
増
し
て
お
り
、
こ
れ
が
総
流
通
費
上
昇
の
原
因
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
釦

ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
総
流
通
費
率
は
減
少
し
て
い
る
の
に
反
し
、
わ
が

国
で
は
増
加
し
て
い
る
と
い
う
事
対
は
と
く
に
重
要
で
あ
る
。
近
年
わ
が
国
で
流
通
近

代
化
と
そ
れ
を
通
じ
て
の
物
価
安
定
が
強
調
さ
れ
る
の
も
㌧
」
の
た
め
で
あ
る
。

　
経
済
企
画
庁
で
は
、
前
記
の
経
済
企
画
庁
方
式
に
基
づ
き
大
蔵
省
『
法
人
企
業
総
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

年
報
』
の
数
字
を
集
計
し
第
六
表
の
よ
う
な
繕
果
を
え
た
。
こ
と
に
よ
れ
ば
、
概
算
、

製
造
原
価
六
〇
、
管
理
・
販
売
費
九
、
生
産
者
利
益
六
、
卸
マ
ー
ジ
ソ
六
、
小
売
マ
i

ジ
ソ
十
九
の
構
威
比
と
な
り
、
昭
和
三
〇
年
以
降
の
趨
勢
で
は
、
製
造
原
価
が
減
少
優

刈
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区ズ＼之

製

造

業1

製造原価

一般管理

販売費

1利益その他

A

B

A

A

B

第6表

30

　劣
62．O

100．O

8．4

100．O

6．1

100．O

わが国小売価旛溝成要素の擦移

31■・ 33　　　34

・・．81。。．夕・・、夕

96．8199，5　97．9

・．・1・、・　・．・

89．21101．2103．6

6．7　　　　5．8　　　　4，9

109，8　　　　95．1　！　　80．3　．

　劣
58．8

94．8

8．7

103．6

6．8

111．5

3635

劣
19一5　劣

58．2

93．9 95．3

6・84．8

102．4100．C

6．3816

103．3111．5

5．5915ユ61165．76．96．1

90．296．7100．0100．093，4113．1100．ユB

　！卸売業
商！

　1々一ジソ

20．520．719．619．618，3工8．917．4A

117．81ユ9．0112，61ユ2．6105．2108．6100．0

「小売業
業r　、

一マーシソ

しかし A：生産費と流通費の合計を基準とした構成比率

B：30年を基準とした各項目の趨勢比率

向
に
あ
る
の
に
対
し
、
管
麗
・
販
売
費
と
小
売
マ
i
ジ
ソ

が
増
加
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の

傾
向
に
つ
い
て
『
経
済
白
書
」
は
「
製
造
原
価
の
低
減
は

合
理
化
効
果
の
発
現
で
あ
り
、
一
方
管
理
・
販
売
費
の
増

加
は
メ
ー
カ
ー
間
の
販
売
競
争
激
化
の
影
響
と
み
る
こ
と

に
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
卸
マ
ー
ジ
ン
が
や
や
低

下
気
味
に
あ
る
の
は
、
産
業
の
重
化
学
工
業
化
に
と
も
な

う
卸
の
地
位
の
低
下
（
コ
、
ミ
ッ
シ
ヨ
ソ
・
マ
ー
チ
ヤ
ソ
ト

化
）
、
業
者
数
の
増
加
に
よ
る
競
争
の
激
化
な
ど
を
反
映

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
の
べ
て
い
る
。

C
　
商
品
別
の
流
通
費
の
対
態

　
商
品
別
流
通
費
の
対
態
は
、
わ
が
国
で
も
時
折
調
査
が

行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
例
を
紹
介
し
て
み
る
と
、
通
産

省
は
、
消
費
著
物
価
抑
制
の
一
環
と
し
て
根
本
的
な
流
通

合
理
化
政
策
を
た
て
る
た
め
、
家
庭
用
、
ミ
シ
ソ
等
十
一
の

主
な
消
費
財
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
流
通
機
構
と
流
通

費
を
調
べ
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
の
そ
の
繕
果
を
と
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

と
め
、
次
の
よ
う
に
中
間
報
告
し
た
。
（
製
造
業
者
の
出

42



43

荷
価
椿
は
小
売
販
売
値
段
を
一
〇
〇
と
し
た
も
の
）

ω
　
家
庭
用
、
ミ
シ
ソ

　
部
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
大
手
メ
ー
カ
ー
に
わ
た
っ
て
製
品
と
し
て
市
場
に
出
荷
さ
れ
る
が
・
大
き
な
経
路
と
し
て
直
営
販
売
店
に
流
れ
ポ

も
の
と
特
約
店
↓
代
理
店
を
通
る
も
の
と
の
二
つ
の
経
路
が
あ
る
。
直
売
方
式
の
場
合
、
出
荷
価
格
は
五
四
～
六
八
、
代
理
店
方
式
だ
と

六
〇
～
八
○
。
月
賦
販
売
の
割
合
が
多
く
な
り
、
そ
の
た
め
流
通
面
で
の
金
融
関
係
の
経
費
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

ω
　
自
　
転
　
車

　
製
造
業
者
は
、
大
手
数
杜
の
ほ
か
百
数
十
数
の
中
小
メ
ー
カ
ー
が
あ
る
た
め
、
流
通
経
路
も
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
る
。
メ
ー
カ
i
の
出

荷
価
格
は
標
準
で
最
終
小
売
値
段
の
六
二
％
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

ω
　
時
　
　
　
計

　
メ
ー
カ
ー
か
ら
販
売
会
杜
を
通
じ
、
一
次
卸
店
↓
小
売
店
と
流
れ
る
経
路
が
中
心
で
あ
り
、
出
荷
価
格
は
五
〇
％
で
あ
る
。

㊥
　
メ
リ
ヤ
ス
は
だ
着

　
縫
製
メ
ー
カ
ー
か
ら
元
卸
↓
地
方
中
聞
卸
↓
一
般
小
売
店
、
ま
た
は
元
鈎
か
ら
直
接
一
般
小
売
唐
の
手
に
わ
た
る
経
路
が
主
な
流
れ

で
、
出
荷
価
格
は
五
三
ぞ
六
三
％
で
あ
る
。

㈹
　
学
　
生
　
服

　
縫
製
業
者
か
ら
地
方
間
屋
↓
小
売
店
と
流
れ
、
出
荷
価
格
は
六
七
％
で
あ
る
。

㈹
　
ワ
イ
シ
ヤ
ツ

　
製
造
、
流
通
の
両
段
階
と
も
き
わ
め
て
複
雑
で
、
縫
製
メ
ー
カ
ー
か
ら
市
場
に
出
固
る
場
合
は
元
卸
↓
地
方
卸
↓
小
売
店
へ
と
流
れ
た

り
、
元
卸
か
ら
直
接
小
売
店
に
流
れ
て
い
る
。
出
荷
価
格
は
最
終
小
売
値
段
の
五
〇
・
八
％
か
五
七
一
二
八
％
で
あ
る
。

紹
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㈹
　
毛
　
　
　
布

　
穣
屋
か
ら
産
地
間
屋
↓
地
方
勧
↓
小
売
店
と
流
れ
る
場
合
と
、
紡
績
会
珪
か
ら
元
卸
↓
中
間
卸
↓
地
方
卸
↓
小
売
店
と
流
れ
る
経
路
が

主
で
、
出
荷
価
格
は
五
一
％
～
五
三
％
で
あ
る
。

ω
　
既
製
　
服

　
毛
織
物
元
売
商
か
ら
原
反
の
供
給
を
受
げ
た
既
製
服
製
造
卸
商
は
、
直
接
小
売
店
、
デ
パ
ー
ト
、
月
賦
店
に
出
荷
し
た
り
、
中
聞
卸
ま

た
は
地
方
卸
を
通
じ
て
小
売
店
に
流
し
て
い
る
。
出
荷
価
格
は
五
〇
％
～
六
八
％
。

㈱
　
セ
i
タ
ー

　
糸
商
か
ら
編
立
業
着
に
糸
が
渡
っ
て
製
品
と
な
り
、
元
御
↓
小
売
店
と
流
れ
る
の
が
主
た
経
路
で
、
出
荷
価
格
は
最
終
小
売
値
段
の
五

五
％
で
あ
る
。

⑪
　
。
フ
ラ
ス
チ
ヅ
ク
容
器

　
成
型
加
エ
メ
i
カ
ー
か
ら
中
央
卸
（
全
国
間
屋
）
↓
地
方
卸
↓
小
売
店
と
渡
る
。
出
荷
価
格
七
五
％
。

以
上
総
じ
て
、
各
消
費
財
と
も
、
製
造
業
着
の
手
を
離
れ
て
か
ら
消
費
者
の
手
に
わ
た
る
ま
で
に
、
最
終
飯
売
値
段
の
四
五
％
か
ら
五
五

％
に
の
ぼ
る
流
通
費
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
（
こ
こ
で
は
小
売
販
売
値
段
を
一
〇
〇
と
し
た
製
造
業
者
の
出
荷
価
格
が
調

査
さ
れ
て
い
る
の
で
、
流
通
費
に
は
製
造
業
の
分
は
一
切
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
経
済
企
画
庁
方
式
よ
り
も
さ
ら
に
狭
義
の
流
通
費
概
念
が

と
ら
れ
て
い
る
）

　
四
　
流
通
費
高
の
原
因
と
批
判

ω
　
流
通
費
高
を
も
た
ら
し
た
諸
原
因

μ
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流
通
費
分
析
を
行
な
っ
て
杜
会
的
流
通
費
の
実
態
を
解
明
し
て
み
る
と
、
生
産
費
に
絡
匹
敵
す
る
程
度
の
流
通
費
が
消
費
さ
れ
て
い
る

と
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
流
通
費
が
は
た
し
て
遇
大
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
そ
の
比
率
は
逓
増
し
て
い
る
か
否
か
は
な
お
慎
重
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
流
通
費
は
少
な
く
と
も
生
産
費
に
比
べ
相
当
大
き
な
割
合
を
し
め
て
い
る
こ
と
は
興
白
で
あ
る
。
か
か
る
流
通

費
高
が
い
か
な
る
原
因
か
ら
招
来
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
ニ
ア
ウ
ル
ス
ト
両
氏
は
二
〇
世
紀
財
団
で
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
た
調
査
績
果
を
基
に
し
て
大
要
次
の
理
由
を
あ
げ
て
い
る
。

a
　
競
争
関
係
費
用
の
増
大

　
財
貨
を
生
産
者
か
ら
獲
得
L
て
消
費
者
に
流
通
さ
せ
る
遇
程
の
お
の
お
の
が
、
各
領
域
で
は
全
く
有
効
に
機
能
し
て
い
る
場
合
で
も
、

流
通
活
動
が
重
複
し
た
り
漸
増
す
る
た
め
費
用
が
増
額
し
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
が
、
各
流
通
段
階
で
発
生
し
た
－
」
と
は
明
ら
か
で

あ
っ
て
、
製
造
業
老
も
今
目
で
は
、
卸
売
業
者
や
小
売
業
者
の
販
売
を
援
助
す
る
た
め
の
製
品
の
消
費
需
要
を
創
造
さ
せ
る
必
要
性
を
実

感
し
て
い
る
。
｝
」
の
た
め
、
製
造
業
着
の
販
売
費
は
、
一
九
〇
〇
年
以
来
約
六
〇
％
も
増
加
し
て
い
る
。

ω
　
販
売
活
動
の
重
複

　
消
費
財
は
生
産
者
の
手
を
は
な
れ
て
か
ら
、
小
売
店
に
直
接
か
ま
た
は
中
聞
卸
商
を
経
て
販
売
さ
れ
て
い
る
。
後
老
の
場
合
に
は
、
中

聞
鋤
商
が
さ
ら
に
相
当
の
流
通
費
を
消
費
す
る
。

㈲
　
小
売
店
の
増
加

　
小
売
面
に
お
げ
る
設
傭
の
大
幅
た
重
複
が
総
流
通
費
を
増
加
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
好
況
期
で
も
不
況
期
で
も
倒
産
率
が
極
め

て
高
い
こ
と
は
小
売
に
余
り
に
も
多
く
の
企
業
が
乱
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
大
多
数
の
小
売
唐
は
、
極
め
て
小
額
の
売
上
高

し
か
示
L
て
い
た
い
o

⇔
　
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
過
多

妬
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競
争
関
係
の
流
通
費
の
大
部
分
は
、
購
入
者
に
過
大
な
サ
ー
ピ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
。
こ
の
サ
ー
ピ
ス
は
、
無
形
で
測
定

困
難
で
あ
る
が
、
無
駄
な
内
容
を
有
す
る
場
合
が
多
い
。

㈲
　
商
品
銘
柄
の
重
複

　
今
冒
で
は
消
費
者
に
、
従
来
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
極
め
て
多
数
の
商
品
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
商
品
銘
柄
が
重
複
す
る
こ
と
に
ょ

っ
て
、
流
通
費
は
四
つ
の
面
か
ら
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

㈱
　
広
告
の
増
大

　
製
造
業
着
は
、
自
杜
製
品
の
特
殊
な
特
徴
を
宣
伝
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
消
費
需
要
を
創
造
す
る
た
め
に
全
国
向
け
広
告
を
行
な
っ
て
い

る
。
広
告
の
本
質
は
別
と
し
て
、
ブ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ブ
ラ
ソ
ド
ま
た
は
無
銘
柄
で
販
売
す
る
商
品
よ
り
も
、
全
国
向
け
広
告
に
ょ
る
銘
柄

商
品
の
方
に
、
消
費
者
は
多
額
た
代
価
を
支
払
っ
て
い
る
・
」
と
は
事
実
で
あ
る
。

　
b
　
消
費
者
嗜
好
の
高
度
化

　
消
費
著
は
、
流
通
費
高
の
犠
牲
者
で
あ
る
と
と
も
に
誘
因
者
で
あ
る
。
住
民
の
都
会
化
、
生
活
水
準
の
向
上
、
そ
の
結
果
た
る
消
費
者

嗜
好
の
精
錬
化
と
萬
級
化
は
、
新
し
い
費
用
の
か
か
る
サ
ー
ビ
ス
と
選
択
範
囲
の
広
般
化
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
製
造
業
者
や
流

通
業
者
は
、
こ
の
要
求
を
満
足
さ
せ
る
か
さ
も
な
け
れ
ぱ
営
業
を
止
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
た
い
。
こ
れ
に
反
し
、
か
か
る
新
嗜
好
を
大
衆
に

最
初
に
提
供
し
た
一
部
の
製
造
業
者
や
流
通
業
者
は
、
売
上
高
を
増
加
す
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
た
。

ω
　
新
し
い
需
要
と
サ
ー
ビ
ス
の
要
求

　
①
　
多
品
種
に
ょ
る
費
用
高
　
　
尤
大
な
種
類
の
商
晶
や
そ
れ
ら
商
品
の
急
速
た
陳
腐
化
が
、
全
商
品
の
流
通
費
を
高
め
て
い
る
。

　
②
返
品
の
容
認
－
－
消
費
者
の
購
買
慣
習
に
基
づ
～
、
流
通
費
高
の
他
の
原
因
は
、
百
貨
店
や
他
の
小
売
店
で
返
品
を
認
め
る
よ
う
に

　
　
た
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

始
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ω
　
消
費
老
の
無
知

　
大
低
の
消
費
者
は
合
理
的
に
購
入
を
行
な
っ
て
い
な
い
。
鯖
人
の
買
物
客
は
、
通
常
小
売
店
を
繰
返
し
訪
問
し
試
行
錯
誤
的
に
必
要
な

品
物
を
み
つ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
余
り
に
も
多
く
の
自
分
の
時
閻
や
労
力
を
浪
費
し
て
お
り
、
童
た
不
満
足
た
商
品
の
返
却
や
余
分
の
移

動
に
要
す
る
店
の
サ
ー
ビ
ス
、
売
予
の
時
間
、
商
品
の
不
平
・
取
替
・
破
損
が
間
接
費
を
高
め
、
そ
の
代
価
を
自
分
等
が
支
払
っ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
消
費
者
の
無
知
が
流
通
費
を
増
加
さ
せ
て
い
る
。

C
　
不
能
率
な
費
用
の
消
費

　
多
数
の
新
し
い
多
種
な
商
品
を
販
売
す
る
た
め
に
驚
ろ
く
ほ
ど
右
効
な
技
術
が
急
遠
に
発
展
し
て
い
る
が
、
消
費
者
を
教
育
し
よ
り
多

く
の
商
品
を
販
売
す
る
こ
と
に
追
わ
れ
、
販
売
活
動
の
調
査
や
費
用
の
管
理
に
科
学
的
方
法
を
適
用
す
る
－
」
と
を
怠
っ
て
い
た
。
販
売
面

に
お
い
て
は
費
用
の
算
定
や
配
賦
は
、
製
造
面
よ
り
も
困
難
で
あ
る
・
」
と
も
認
識
し
な
げ
れ
ぼ
放
ら
な
い
。
費
周
の
認
識
が
欠
け
て
い
た

た
め
、
流
通
費
が
増
加
し
た
か
、
少
く
と
も
流
通
費
高
を
予
防
ま
た
は
削
減
L
え
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

ω
費
用
測
定
の
困
難
性

　
新
し
い
企
業
で
は
、
数
百
万
の
顧
客
が
定
期
的
に
購
入
す
る
場
合
に
は
、
標
準
化
さ
れ
た
製
品
を
製
造
す
る
に
要
す
る
製
造
原
価
を
正

確
に
計
算
し
て
い
る
が
、
か
か
る
需
要
を
創
造
す
る
に
要
す
る
費
用
を
計
算
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
た
く
、
数
百
万
の
予
想
使
用
者
に
製

品
を
販
売
す
る
費
用
を
計
算
す
る
こ
と
も
容
易
で
な
い
。

ω
　
売
上
高
の
偏
重

　
売
上
高
を
増
大
す
る
た
め
、
小
規
模
注
文
を
受
入
れ
、
遣
加
サ
i
ビ
ス
を
認
め
、
販
売
負
を
遠
隔
地
に
ま
で
出
張
さ
せ
、
市
場
の
集
中

を
さ
げ
、
広
告
や
販
売
促
進
を
強
化
す
る
と
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
流
通
費
を
増
加
さ
せ
る
原
因
と
な
る
。

㈱
　
小
売
業
の
管
理
の
不
良

少
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小
売
業
は
比
較
的
少
額
の
資
本
で
始
め
ら
。
れ
る
た
め
、
設
備
や
訓
練
や
資
金
の
不
十
分
た
小
売
店
が
多
く
、
管
理
が
不
良
で
倒
産
率
も

高
い
。

⇔
　
計
画
の
不
完
全
性

　
販
売
費
高
は
、
販
売
活
動
を
不
能
率
に
実
施
す
る
こ
と
よ
り
も
不
可
能
な
活
動
を
計
画
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
場
合
が
よ
く
あ
る
。
、
」

の
よ
う
な
不
必
要
に
高
い
費
用
は
、
容
易
に
入
手
し
う
る
事
実
に
基
い
て
適
正
な
計
画
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
節
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
o閉

　
魎
格
方
針
の
不
臭

　
犬
低
の
製
造
業
老
や
流
通
業
者
の
価
格
方
針
は
、
慣
習
的
方
法
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
購
入
老
は
必
要
以
上
の
代
価
を
商
品
に
支
払
っ

て
お
り
、
こ
れ
が
流
通
高
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
②
　
流
通
費
は
は
た
L
て
過
夫
か

　
流
通
費
が
生
産
費
に
略
匹
敵
す
る
と
い
う
現
実
的
事
実
は
、
は
た
し
て
流
通
費
が
遇
大
な
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
、
も
し
遇
大
と
す
れ

ぱ
ど
れ
程
が
適
正
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
回
答
は
、
流
通
な
い
し
は
流
通
費
に
対
す
る
本
質
観
や
効
果
の
認
識
に
ょ
っ
て
異
っ
て
く
る
。

　
生
産
を
も
っ
て
形
態
（
目
き
｛
）
の
効
用
を
増
加
さ
せ
る
も
の
と
狭
義
に
解
す
る
立
場
か
ら
は
、
単
に
場
所
（
晃
竃
Φ
）
や
蒔
間
（
ユ
冒
。
）

や
所
有
（
毛
邑
ま
目
）
の
効
用
を
高
め
る
に
す
ぎ
な
い
流
通
は
非
生
産
的
と
考
え
ら
れ
、
流
通
費
は
そ
の
全
額
が
浪
費
と
み
な
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
マ
ル
ク
ス
の
時
代
は
と
も
か
く
、
今
目
で
は
一
般
に
流
通
も
立
派
な
生
産
（
広
義
）
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
単
に
造
出

す
る
効
用
の
種
類
が
異
る
に
す
ぎ
た
い
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
は
流
通
費
も
生
産
費
と
と
も
に
十
分
た
存
在
理
由
が
認
め

ら
れ
る
。
と
く
に
経
済
組
織
の
拡
大
や
経
済
活
動
の
複
雑
化
に
洋
な
い
、
流
通
嬢
能
ぱ
益
々
重
要
視
さ
れ
そ
れ
に
伴
な
っ
て
流
通
費
が
増

大
し
て
く
る
こ
と
は
当
然
と
云
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
L
か
L
恋
が
ら
、
そ
れ
で
は
流
通
費
は
い
か
に
増
大
し
て
も
是
認
さ
れ
る
べ
き
か
と

48
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い
う
と
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
少
く
と
も
現
在
の
流
通
費
は
過
大
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
い
く
ら
過
大
で
あ
る
か
を
計
数
を
も
つ
て

表
示
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
前
記
で
分
析
し
た
流
通
費
高
の
原
因
中
「
不
能
率
な
費
用
の
消
費
」
に
起
因
す
る
流
通
費
部
分
は

流
通
近
代
化
に
よ
っ
て
節
減
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
由
競
争
を
本
旨
と
す
る
今
目
の
資
本
主
義
経
済
杜
会
に
お
い
て

は
競
争
が
激
化
し
、
こ
れ
が
た
め
に
「
競
争
関
係
費
用
の
増
大
」
（
流
通
費
高
の
第
一
原
因
）
が
齋
ら
さ
れ
る
こ
と
は
止
む
を
え
な
い
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
「
消
費
者
嗜
好
の
高
度
化
」
に
よ
る
流
通
費
高
（
第
二
原
因
）
は
、
そ
れ
が
国
民
生
活
の
水
準
の
向
上
に
役
立
つ
限
り

正
当
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
L
か
し
た
が
ら
、
「
不
能
率
な
費
用
の
消
費
」
に
よ
る
流
通
費
高
（
第
三
原
因
）
、
は
、
何
等
国
民
経
済

に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
ぽ
か
り
で
な
く
、
消
費
者
物
価
の
上
昇
原
因
と
も
な
っ
て
悪
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
原
因
が
流

通
業
者
の
非
近
代
性
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
流
通
業
者
は
、
流
通
機
構
を
整
傭
確
立
し
、
流
通
活
動
を
科
学
的
に
管
理
し
、
経
営

管
理
を
近
代
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
流
通
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
と
な
る
。
流
通
近
代
化
が
強
調
さ
れ
る
ゆ
え
ん
が
、
」
こ
に

あ
る
。

　
注
ω
　
総
理
府
統
計
局
調
べ
『
消
費
者
物
価
指
数
（
全
都
市
）
』
（
葦
首
曽
全
川
引
H
8
）
に
よ
る
。

　
　
2
）
　
総
理
府
統
計
局
調
べ
『
消
費
者
物
価
指
数
（
全
都
市
）
』
、
婁
s
募
ぎ
ミ
さ
ミ
民
§
ぎ
ミ
o
ミ
き
営
b
ミ
ミ
ぎ
呉
吻
§
ミ
、
ミ
抑
　
そ
の
他
よ
り
。

　
　
3
　
経
済
企
画
庁
編
『
昭
和
三
十
八
年
版
経
済
白
書
』
大
蔵
省
印
刷
局
、
昭
和
三
十
八
年
、
三
七
六
頁

　
　
¢
　
経
済
審
議
会
編
『
国
民
所
得
培
増
計
画
中
間
検
討
報
告
』
、
昭
和
三
十
八
年
、
大
蔵
省
印
刷
局
、
三
〇
一
頁

　
　
5
　
中
小
企
業
庁
編
『
逐
条
詳
解
　
中
小
企
業
近
代
化
の
実
務
』
帝
国
地
方
行
政
学
会
、
昭
和
三
十
九
年
、
三
四
～
三
五
頁

　
　
⑤
　
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
一
五
四
号
『
中
小
企
業
基
本
法
』
第
九
～
二
一
条
。

　
　
け
　
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
六
四
号
『
中
小
企
業
近
代
化
促
進
法
』
第
三
条
第
一
項

　
　
⑧
　
経
済
同
友
会
『
流
通
機
構
近
氏
化
に
対
す
る
提
言
』
、
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
二
十
目
、
記

　
　
9
勺
．
≠
ω
8
蓋
ユ
俸
－
』
．
忌
き
目
轟
戸
b
§
皇
伽
ミ
ミ
§
O
。
忽
ぎ
こ
§
き
“
掌
Φ
■
蓋
星
①
葺
C
彗
葦
㌣
冒
具
嚢
㊤
ら
・
9

　
　
（

瑚
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⑩
亭
奉
一
も
冒
旨
†
旨
O
O
印
曽
0
1
零
午
零
9

⑪
　
酉
沢
脩
著
『
営
業
費
管
理
会
計
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
杜
、
昭
和
三
十
七
年
　
六
～
七
頁
、
四
四
頁

⑫
　
前
献
書
『
昭
和
…
十
八
年
版
経
済
自
書
』
三
七
九
～
四
〇
〇
頁

⑬
－
．
肉
．
O
姜
轟
肇
印
－
』
』
一
薫
一
．
．
■
冨
雪
彗
奉
註
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